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平成29年　新年のごあいさつ

謹賀新年

　
「
農
林
畜
産
業
」で
は
、６
次
産
業
化
、

農
業
後
継
者
に
対
す
る
支
援
な
ど
を
推

進
し
ま
し
た
。
都
城
の
「
地
の
利
」
を

よ
り
一
層
輝
か
せ
る
た
め
の
取
り
組
み

で
は
、
都
城
志
布
志
道
路
に
対
す
る
予

算
の
大
幅
な
増
加
や
、
昨
年
９
月
に
開

通
し
た
山
之
口
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備

に
取
り
組
み
ま
し
た
。「
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
」
で
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ

る
指
導
や
、
小
学
校
図
書
館
サ
ポ
ー
タ

ー
の
倍
増
に
よ
る
学
校
図
書
館
の
支
援

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
の
寄
附
金
額
、

寄
附
件
数
と
も
全
国
１
位
と
な
っ
た
ふ

る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

追
加
設
置
の
ほ
か
、
人
口
減
少
防
止
対

策
の
た
め
の
不
妊
治
療
費
の
助
成
な

ど
、
多
く
の
事
業
に
活
用
い
た
し
ま
し

た
。

　

本
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に

磨
き
を
か
け
、
各
事
業
を
さ
ら
に
前
に

進
め
「
南
九
州
の
拠
点
都
市
＝
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
シ
テ
ィ
の
確
立
」
と
「
笑
顔
あ

ふ
れ
る
ま
ち
＝
ス
マ
イ
ル
シ
テ
ィ
都
城

の
実
現
」
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
〝
本
気
で
挑
戦
〟
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
一
年

が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い

年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
希
望
に
満

ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。 

　

私
は
、
昨
年
の
市
長
選
挙
に
お
い
て

市
民
の
皆
様
の
ご
負
託
を
い
た
だ
き
、

第
４
代
都
城
市
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
全
身
全
霊
を
傾

け
、
自
治
体
経
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
本
市
で
は
〝
当
市
が
持

つ
３
つ
の
宝
〟
す
な
わ
ち
「
農
林
畜
産

業
」「
地
の
利
」「
次
世
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
」を
輝
か
せ
る
施
策
と
併
せ
て
、

本
市
の
対
外
的
な
Ｐ
Ｒ
や
中
心
市
街
地

の
活
性
化
、
地
方
創
生
な
ど
の
事
業
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

都城市長 た か ひ さ
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち

た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
市
議
会

活
動
に
対
し
ま
し
て
も
、
深
い
ご
理
解

と
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
ど
も
市
議
会
で
は
、
市
政
の
さ
ら

な
る
発
展
と
市
民
福
祉
の
向
上
を
目
指

し
、市
の
重
要
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、

活
発
な
議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
、
国
で
は
緩
や
か
な
景
気
回
復
の

基
調
が
続
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
地
方
経
済
を
取
り
巻
く
状
況
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
に
お
い
て

は
、
地
方
創
生
や
中
心
市
街
地
の
活
性

化
な
ど
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
都
城
志
布
志
道
路
の
早
期
全
線
開

通
に
向
け
て
は
、
議
会
も
行
政
と
一
体

と
な
っ
て
要
望
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
９
月
に
は
山
之
口
に

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が
開
通
し
、
高
速
道
路

へ
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上
に
よ
る
効
果
が

大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
本
市
は
昨
年
、
新
市
誕
生
10

周
年
を
迎
え
、
新
た
な
歩
み
を
始
め
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
地
方
分
権
の

時
代
に
お
け
る
議
会
の
役
割
を
果
た
す

べ
く
、
私
ど
も
市
議
会
も
さ
ら
に
改
革

へ
の
取
り
組
み
を
進
め
、
本
市
の
一
体

的
発
展
に
向
け
て
力
を
注
い
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
議
会
で
の
審
議
内
容
や

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
皆
様
の
ご
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
議
会
だ
よ

り
の
発
行
や
、
議
会
報
告
会
も
開
催
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
１
年
後
に
は
市
議
会
議
員

選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
様

に
と
っ
て
、
よ
り
身
近
で
開
か
れ
た
議

会
と
な
る
よ
う
、
市
民
の
代
表
と
い
う

自
覚
と
責
任
の
も
と
全
議
員
一
丸
と
な

っ
て
議
会
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
が
皆

様
に
と
っ
て
幸
多
く
実
り
あ
る
飛
躍
の

年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

都城市議会議長
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 「
南
九
州
の
拠
点
都
市
＝
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ
の
確
立
」
と
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
＝
ス
マ
イ
ル
シ
テ
ィ
都
城
の
実
現
」
に
向
け
て 

就
任
の
あ
い
さ
つ 

第
４
代 

都
城
市
長
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３
つ
の
宝
を
、
よ
り
一
層
輝
か
す 

！

・
農
林
畜
産
業
の
振
興

　

６
次
産
業
化
の
さ
ら
な
る
推
進
な
ど

に
よ
る
所
得
の
向
上
、
担
い
手
確
保
や

生
産
基
盤
の
整
備
な
ど
に
よ
り
「
儲
か

る
農
業
」
を
実
現
し
、
さ
ら
な
る
経
済

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

・
地
の
利
の
拡
大

　

都
城
志
布
志
道
路
の
早
期
全
線
開
通

や
基
幹
道
路
の
整
備
な
ど
を
推
進
し
て

「
地
の
利
」
の
拡
大
を
図
り
、〝
物
流
拠

点
都
市
〟、〝
後
方
支
援
都
市
〟
と
し
て

の
機
能
を
さ
ら
に
強
化
し
ま
す
。

・
人
間
力
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
や
小
学
校
図
書
館
サ
ポ
ー
タ

ー
の
増
員
、
学
校
運
営
協
議
会
に
よ
る

　

こ
の
た
び
の
任
期
満
了
に
伴
う
市
長

選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
の

ご
負
託
を
い
た
だ
き
、
第
４
代
都
城
市

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
全
身
全
霊
を
傾
け
、
自
治
体
経

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

２
期
目
と
な
る
こ
れ
か
ら
の
４
年
間

は
、
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
期
待

と
信
頼
に
お
応
え
す
べ
く
新
た
な
決
意

の
も
と
、
本
市
が
持
つ
〝
３
つ
の
宝
〟

を
よ
り
一
層
輝
か
す
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
重
要
施
策
の

推
進
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向

上
、
対
外
的
Ｐ
Ｒ
の
さ
ら
な
る
推
進
な

ど
の
各
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

学
校
支
援
の
充
実
な
ど
に
よ
り
「
学
力
」

の
向
上
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
地
域

行
事
へ
の
参
加
な
ど
を
通
じ
、「
人
間
力
」

あ
ふ
れ
る
人
財
を
育
成
し
ま
す
。

重
要
施
策
の
推
進 

！

・
仕
事
と
子
育
て
の
両
立

　

�　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
を
拡
充

し
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
図
る

と
と
も
に
、
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・

育
児
な
ど
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
、

き
め
細
か
な
子
育
て
を
支
援
し
ま
す
。

・
市
民
の
健
康
増
進

　

�　

こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座
の

推
進
に
よ
る
介
護
予
防
や
、
各
種
健�

康
診
査
の
受
診
率
向
上
を
図
り
、
市

民
の
健
康
増
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
中
心
市
街
地
の
活
性
化

　

�　

中
核
施
設
の
整
備
と
併
せ
て
、
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
と
も

連
携
し
な
が
ら
、
活
性
化
に
向
け
て

官
民
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

・
地
域
の
活
性
化

　

�　

地
域
活
性
化
事
業
を
市
内
全
15
地

区
で
実
施
し
、地
域
住
民
の
自
発
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上 

！

・
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

　

�　

住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登
録
証
明

書
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
ま
す
。

・
職
員
の
接
遇
向
上

　

�　

職
員
の
接
遇
向
上
に
取
り
組
み
、

民
間
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
と
同
等
の
接
遇

を
目
指
し
ま
す
。

対
外
的
Ｐ
Ｒ
の
さ
ら
な
る
推
進 

！

 

・
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み
強
化

　

�　

ふ
る
さ
と
納
税
に
対
す
る
取
り
組

み
を
強
化
し
、〝
肉
と
焼
酎
の
ふ
る

さ
と
・
都
城
〟
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
団
体
の
合
宿
誘
致 

　

�　

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
団
体
の
合
宿
を

支
援
し
、
積
極
的
な
誘
致
に
取
り
組

み
ま
す
。

・
Ｐ
Ｒ
連
携
店
の
提
携
拡
大

　

�　

提
携
す
る
Ｐ
Ｒ
連
携
店
を
拡
大
し
、

さ
ら
な
る
市
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
全
て
の

市
民
の
皆
様
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
「
ス

マ
イ
ル
シ
テ
ィ
都
城
の
実
現
」の
た
め
、

〝
本
気
で
挑
戦
〟し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市長プロフィル

昭和46年４月７日生（45歳）
都城市菖蒲原町出身
現在、若葉町にて妻と子ども２人の４人暮らし

学　　歴
東小学校・妻ケ丘中学校・都城泉ヶ丘高等学校卒業
平成 ６年 ３月 九州大学経済学部経済学科卒業
 11年 ３月 東京大学大学院経済学研究科
   修士課程修了
経　　歴
平成 ６年 ４月 大蔵省入省
 11年 ７月 大蔵省主税局調査課内国調査係長
 14年 ７月 金融庁監督局銀行第１課課長補佐 
 17年 ４月 外務省在オーストラリア
   日本国大使館１等書記官
 19年 ４月 都城市副市長（総括担当）
 22年 ７月 財務省主計局主査（農林水産係）
 24年 11月 第３代都城市長就任
 28年 11月 第４代都城市長就任

趣　　味
テニス、ゴルフ、書道

座右の銘
努力に勝る天才なし、実るほど頭を垂れる稲穂かな
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　2016年は、前年までに引き続き、本市の持つ３つの宝を輝かすための施策を中心に、さまざま
な事業に取り組みました。また、２月には、新市誕生10周年記念式典を開催したほか、10月には、
都城市総合文化ホールが開館10周年を迎えるなど、まさに節目となる１年となりました。
　このほか、４月に熊本・大分両県を襲った熊本地震では、市民の皆さんや行政機関などによる、
物資や義援金の支援、ボランティア活動などが行われました。

◎問い合わせ　秘書広報課　　☎23-3174

●
１
月

・�

ぼ
ん
ち
く
ん
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
の
交
付
を
開
始

●
２
月

・
新
市
誕
生
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催

・�

高
崎
町
新
田
地
区
の
区
画
整
理
事
業

が
完
了

・「
都
城
教
育
の
日
」
を
制
定

●
３
月

・�

市
内
全
地
区
で
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
設
立
が
完
了

・�

都
城
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地
（
穂
満
坊

地
区
）
が
完
成

●
４
月

・�

本
市
出
身
の
山
口
絵
美
菜
さ
ん
が
、

本
県
初
の
女
流
プ
ロ
棋
士
に

・�

熊
本
・
大
分
で
発
生
し
た
巨
大
地
震

に
よ
り
本
市
で
も
震
度
４
を
観
測

●
５
月

・�

１
８
０
０
人
が
参
加
し
た
都
城
志
布
志

　

道
路
整
備
・
利
用
促
進
大
会
を
開
催

・
高
城
運
動
公
園
屋
内
競
技
場
が
完
成

●
６
月

・�
市
議
会
本
会
議
で
、
降
灰
収
集
運
搬

業
務
詐
欺
事
件
を
最
終
報
告

・�

平
成
27
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
で
、
寄

附
金
額
・
寄
附
件
数
と
も
に
本
市
が

日
本
一
に

・�

菅
内
閣
官
房
長
官
が
、
ふ
る
さ
と
納

税
日
本
一
と
な
っ
た
本
市
を
視
察

●
7
月

・�

ふ
る
さ
と
納
税
九
州
サ
ミ
ッ
ト
が
本

市
で
開
催

・�

地
方
発
信
型
の
野
外
音
楽
イ
ベ
ン
ト

「O

ワ

ン

N
E+N

ネ
ー
シ
ョ
ン

ATIO
N

」
が
開
催

●
８
月

・�

中
学
生
海
外
交
流
事
業
を
10
年
ぶ
り

に
再
開
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ク

イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
に
10
人
を
派
遣

●
9
月

・
郡
元
西に

し
ば
る原

遺
跡
見
学
会
を
開
催

・
山
之
口
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が
開
通

●
10
月

・�

た
ち
ば
な
天
文
台
開
館
25
周
年

・
中
心
市
街
地
中
核
施
設
の
着
工

・
志
和
池
中
央
ふ
れ
あ
い
広
場
が
完
成

・�

総
合
文
化
ホ
ー
ル
開
館
10
周
年

・�

プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
、
本
市

ゆ
か
り
の
2
選
手
が
指
名
さ
れ
る

●
11
月

・
都
城
農
業
高
校
開
校
１
０
０
周
年

・�

都
城
市
長
選
挙
・
都
城
市
議
会
議
員

補
欠
選
挙
を
執
行

・�

庄
内
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
庄
内
ふ
れ
あ

い
号
」
の
実
証
運
行
を
開
始

●
12
月

・�

日
本
一
の
肉
と
焼
酎
の
ふ
る
さ
と
都

城
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

・�

大
相
撲
都
城
場
所
が
早
水
公
園
体
育

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

回
顧
録

２
０
１
６
年
の
主
な
出
来
事

２
０
１
６
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大
相
撲
都
城
場
所

新
市
誕
生
10
周
年
記
念
事
業
の
ト
リ
を

飾
る
大
相
撲
都
城
場
所

　

快
晴
と
な
っ
た
12
月
11
日
、
東
の
横

綱
白は

く
ほ
う鵬

関
や
西
の
横
綱
鶴か

く
り
ゅ
う竜

関
ら
力

士
と
関
係
者
ら
総
勢
約
２
５
０
人
が
、

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
に
集
結
。

開
場
前
か
ら
、
目
当
て
の
力
士
を
ひ
と

目
見
よ
う
と
、
多
く
の
フ
ァ
ン
が
列
を

作
り
、
新
市
誕
生
10
周
年
記
念
事
業
の

都
城
場
所
は
満
員
御
礼
と
な
り
ま
し
た
。

笑
顔
の
花
が
咲
い
た
フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

地
方
巡
業
の
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
が
多

彩
な
フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
。
市
内
の
小
学

生
が
参
加
し
た
子
ど
も
力
士
の
稽
古
で

は
、
果
敢
に
挑
む
子
ど
も
ら
を
、
体
の

大
き
な
力
士

が
、
片
手
で

軽
々
と
つ
り

上
げ
る
な
ど

ユ
ー
モ
ラ
ス

に
あ
し
ら
い
、

観
客
の
笑
顔

を
誘
っ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
横
綱
の
綱
締
め
の
実
演

や
、
化
粧
ま
わ
し
を
締
め
た
力
士
6
人

が
手
拍
子
を
取
り
な
が
ら
う
た
い
上
げ

る
相
撲
甚じ

ん
く句

、
相
撲
の
禁
じ
手
を
お
も

し
ろ
お
か
し
く
紹
介
す
る
初
切
な
ど
が

披
露
さ
れ
、
詰
め
か
け
た
相
撲
フ
ァ
ン

は
、都
城
場
所
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

手
に
汗
握
る
大
一
番

郷
土
出
身
力
士
二
十
城
も
活
躍

　

都
城
場
所
は
、
幕
下
や
三
段
目
、
序

二
段
の
部
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
と
、
十

両
以
上
の
力
士
ら
の
取
組
の
二
つ
の
構

成
で
行
わ
れ
、
手
に
汗
握
る
一
番
に
観

客
の
熱
い
視
線
が
注
が
れ
ま
し
た
。

　

本
市
出
身
の
二は

た
ち
 十

城じ
ょ
う（ 

山や
ま
ひ
び
き響

部
屋
・

山
之
口
町
富
吉
出
身
）
は
、
序
二
段
の

決
勝
ま
で
勝
ち
進
み
、
寄
り
切
り
で
勝

利
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

結
び
の
一
番
で
、
横
綱
鶴
竜
関
が
横

綱
白
鵬
関
を
寄
り
切
っ
て
勝
利
す
る
と
、

会
場
の
熱
気
は
最
高
潮
と
な
り
ま
し
た
。

受け継がれる伝統の技　～手際の良い土俵づくり～
　力士が熱の入った取組を披露する土俵。都城場所では、
前日の12月10日、職人らが土を運んで慣れた手つきで
固め、事前に用意した俵で円を形づくると、美しい土俵

が姿を表しました。
　また、土俵の周りには、
整然と観客席の位置取りが
行われ、観客を迎え入れる
準備が手際よく進められて
いました。

　本市では13年ぶりの開催となる大相撲地方巡業が12月11日、早水公園体育文
化センターで開催されました。ひいき力士の熱の入った一番を間近で観戦しよう
と、約３千人のファンが来場。今回は、歓声に沸いた大相撲都城場所の様子を特
集します。 ◎問い合わせ　みやこんじょＰＲ課　　☎23-2615

し
ょ
っ
き
り
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平成27年度一般会計決算

　市では、皆さんが納めた税金などがどのように使われているのかをお知らせするために、年に２回、財政
状況を公表しています。
　今回は、平成 27 年度の決算状況と、平成 28 年度の予算（９月補正時点）をお知らせします。

◎問い合わせ　一般会計・特別会計について　財政課　　　　☎ 23-2113
水道事業について　水道局業務課　☎ 23-4510

歳出
決算総額
813億9,759万円

歳入
決算総額
831億1,138万円

民生費
290億338万円

35.6％

公債費
90億7,154万円

11.1％

土木費
66億6,190万円

8.2％

教育費
54億9,457万円

6.8％

衛生費
46億2,229万円

5.7％

商工費
35億5,197万円

4.4％

農林水産業費
35億4,726万円

4.4％

地方交付税
200億3,766万円

24.1％

その他
125億8,355万円

15.2％

市税
188億602万円

22.6％国・県支出金
173億4,715万円

20.9％

市債
64億2,730万円

7.7％

寄附金
42億4,737万円

5.1％

繰入金
36億6,233万円

4.4％

その他
5億8,707万円

0.7％

総務費
168億6,428万円

20.7％

	

財政状況都城市の

　歳入から歳出を差し引いた形式収支は17億1,379万円の黒字、次年度に繰り越すべき財源を差し引いた
実質収支は12億9,214万円の黒字となりました。 消防費

19億9,333万円
2.4％

平成27年度決算状況 平成27年度末市債の状況
会計名 歳　入 歳　出 市債残高 うち交付税措置額 実質負担額
一般会計 	831億	1,138万円 	813億	9,759万円 	773億	5,612万円 	592億	4,664万円 	181億	 948万円

特別
会計

国民健康保険 	245億	1,638万円 	245億	 941万円 － － －
介護保険 	164億	4,003万円 	161億	4,651万円 － － －
下水道事業 	 35億	8,540万円 	 33億	7,943万円 	205億	2,204万円 	 97億	1,429万円 	108億	 775万円
後期高齢者医療 	 19億	5,963万円 	 19億	5,724万円 － － －
工業用地造成事業 	 ６億	9,228万円 	 ６億	9,228万円 	 ４億	8,322万円 － 	 ４億	8,322万円
農業集落下水道事業 	 ５億	9,210万円 	 ５億	8,910万円 	 37億	1,584万円 	 21億	4,491万円 	 15億	7,093万円
簡易水道事業 	 ４億	4,715万円 	 ４億	4,715万円 	 10億	5,395万円 	 １億	9,192万円 	 ８億	6,203万円
食肉センター 	 1億	3,692万円 	 １億	2,187万円 	 ５億	 158万円 － 	 ５億	 158万円
御池簡易水道事業 8,808万円 8,798万円 	 ３億	4,414万円 8,764万円 	 ２億	5,650万円
公設地方卸売市場事業 6,411万円 6,411万円 7,490万円 － 7,490万円
電気事業 3,461万円 2,699万円 1,810万円 － 1,810万円
整備墓地 3,179万円 3,179万円 	 １億	8,586万円 － 	 １億	8,586万円

企業
会計

水道事業（収益的） 	 23億	9,338万円 	 20億	1,291万円
	 91億	5,994万円

－
	 91億	5,994万円

水道事業（資本的） 	 ４億	4,838万円 	 13億	5,921万円 －
※�交付税措置額とは、市債残高のうちその償還について、国が地方交付税に算入するとしている額です。
　また、水道事業の不足額は、留保資金などで補てんしています。
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平成28年度一般会計予算（９月補正時点）

都城市の家計簿
一般会計決算を、
月額20万円の家計に置き換えると…

収　入
項　　目 金　額 割　合

給料（市税など） 81,741	 40.9%
パート収入（国庫支出金など） 41,744	 20.9%
父母からの仕送り（地方交付税） 48,219 24.1%
前月からの繰越金（繰越金） 4,016 2.0%
預金の取り崩し（繰入金） 8,813	 4.4%
ローンの借り入れ（市債） 15,467	 7.7%

支　出
項　　目 金　額 割　合

食費（人件費） 26,379	 13.2%
医療費、保育料（扶助費） 46,408	 23.2%
住宅ローン返済（公債費） 21,829	 10.9%
光熱水費、日用雑貨など（物件費） 28,278	 14.1%
家の修理、車の購入など（投資的経費、維持補修費） 21,553	 10.8%
子どもへの仕送りなど（繰出金、貸付金、補助費など） 33,858 16.9%
預貯金（積立金） 17,562	 8.8%
翌月への繰越 4,133 2.1%

【歳入】
●地方交付税…国税のうち所得税や法人税、酒税、消費税、たばこ税の一部を、一定の基準で国が交付する税
●市税…個人・法人市民税や固定資産税、軽自動車税など　●国・県支出金…特定目的事業の財源となる国・県の補助金など
●市債…建設事業や災害復旧事業などの財源となる借入金　●繰入金…一般会計、特別会計などの会計間でやりとりする資金

【歳出】
●民生費…高齢者や児童、障がい者などの福祉全般の事業経費　●総務費…選挙や戸籍、税務、庁舎管理などの経費
●公債費…市が発行した市債（借金）返済のための経費　　　　●衛生費…保健衛生や清掃などの経費

用
語
の
説
明

補正予算で実施する主な事業
商店街景観形成事業
　商店街や市民、行政が協働で、中心市街地（中
央通り、牟田・ 宮丸大通り）にプランター約
200 基を設置。年間を
通して花の咲きほこる
状況を創出し、まちな
かの景観形成と通りの
一体感を醸成します。
●予算額　480 万円

地域介護・ 福祉空間整備等事業
　介護ロボットの普及により、介護従事者の負担
軽減を図り、働きやすい職場環境を整備します。
また、平成 27 年度以前
に開設された介護施設
などに、スプリンクラ
ーなどの消防設備を整
備します。
●予算額　4,692 万円

歳出
予算総額
860億1,896万円

歳入
予算総額
860億1,896万円

民生費
319億4,265万円

37.1％

総務費
161億2,893万円

18.8％

公債費
91億3,977万円

10.6％

土木費
70億1,739万円

8.2％

商工費
49億8,518万円

5.8％

教育費
46億9,972万円

5.5％

衛生費
45億2,434万円

5.2％

消防費
21億3,181万円

2.5％
その他

7億1,943万円
0.8％

農林水産業費
47億2,974万円

5.5％

地方消費税交付金
29億8,060万円

3.5％

地方交付税
188億4,970万円

21.9％

その他
97億6,756万円

11.4％

市税
181億4,360万円

21.1％

国・県支出金
209億4,524万円

24.3％
市債

62億5,924万円
7.3％

繰入金
90億7,302万円

10.5％

　当初予算（790億9,000万円）と比較して、69億2,896万円の増額となっています。
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申告期間
１月26日㈭〜
３月15日㈬
（土・日曜日および、12時～13時は除く）

市・県民税の申告
が始まります

　期間中は全職員が各会場に出向きますので、本庁および各総合支所窓口での申告
受け付けはできません。11 ページの会場で必ず申告してください。なお、お住まい
の地区以外の会場でも申告できます。 
※確定申告（所得税の申告）をする人は、市・県民税の申告は必要ありません

◎問い合わせ　市民税課　☎ 23‒2123

平
成
29
年
度
市
民
税
・
県
民
税
の

主
な
改
正
内
容

●
国
外
に
居
住
す
る
親
族
の
扶
養
控
除

な
ど
の
書
類
の
添
付
な
ど
の
義
務
化

　

市
・
県
民
税
の
申
告
や
所
得
税
の
確

定
申
告
で
「
日
本
国
外
に
居
住
す
る
親

族
に
係
る
扶
養
控
除
・
配
偶
者
控
除
・

配
偶
者
特
別
控
除
・
障
害
者
控
除
（
16

歳
未
満
の
扶
養
親
族
含
む
）」
の
適
用

を
受
け
る
人
は
、
親
族
で
あ
る
関
係
や

送
金
状
況
が
確
認
で
き
る
書
類
を
添
付
、

ま
た
は
提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
給
与
や
公
的
年
金
な
ど
の

源
泉
徴
収
、
ま
た
は
給
与
な
ど
の
年
末

調
整
の
際
に
源
泉
徴
収
義
務
者
に
提
出
、

ま
た
は
提
示
し
て
い
る
場
合
を
除
き
ま

す
。

●
給
与
所
得
控
除
の
上
限
額
の
引
き
下
げ

　

平
成
28
年
分
給
与
所
得
控
除
が
見
直

さ
れ
、
給
与
収
入
と
給
与
所
得
控
除
の

上
限
額
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

申
告
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）

が
必
要
で
す

　

平
成
29
年
度
の
市
・
県
民
税
申
告
書

と
、平
成
28
年
分
の
確
定
申
告
書
に
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、申
告
書
を
提
出
す
る
際
に
は
、

次
の
書
類
な
ど
を
持
参
く
だ
さ
い
。

●
本
人
が
申
告
す
る
場
合

① 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
表
面
と
裏

面
の
写
し

② 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
と
運
転

免
許
証
ま
た
は
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の

身
元
確
認
書
類
の
写
し

●
代
理
人
が
申
告
す
る
場
合

　

①
、
②
に
加
え
、
代
理
人
の
運
転
免

許
証
な
ど
の
身
元
確
認
書
類
の
提
示
が

必
要
で
す
。
な
お
、
代
理
人
が
申
告
者

と
別
世
帯
で
あ
る
場
合
は
委
任
状
も
必

要
で
す
。

※ 

確
定
申
告
は
代
理
申
請
で
き
ま
せ
ん

営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
の
あ
る
人

　

農
業
な
ど
の
事
業
所
得
が
あ
る
人
は
、

事
前
に
収
入
や
経
費
の
計
算
を
し
て
か

ら
来
場
く
だ
さ
い
。
計
算
が
済
ん
で
い

な
い
場
合
は
、
計
算
し
て
か
ら
受
け
付

け
ま
す
の
で
、
順
番
が
前
後
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、山

林
所
得
が
発
生
す
る
業
務
を
行
う
全
て

の
人
は
、そ
の
業
務
の
帳
簿
な
ど
書
類

の
保
存
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

所
得
税
確
定
申
告

●
期
間　

２
月
16
日
㈭
～
３
月
15
日
㈬

※ 

土
・
日
曜
日
を
除
く
。
２
月
14
日
㈫
・

15
日
㈬
は
、
年
金
・
給
与
所
得
者
が

対
象

●
時
間　

９
時
～
16
時 

●
会
場　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

※ 

都
城
税
務
署
で
は
、
申
告
の
受
け
付

け
は
行
い
ま
せ
ん

●
作
成
・
提
出　

会
場
で
申
告
書
を
作

成
・
提
出
で
き
ま
す
。
ま
た
、
来
場
で

き
な
い
場
合
で
も
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
あ
る
確
定
申
告
作
成
コ
ー
ナ
ー

で
、
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
で
申
告
、
ま
た
は

郵
送
で
提
出
で
き
ま
す

　

都
城
税
務
署

☎
22

−

４
３
７
７
（
自
動
音
声
案
内
）

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.nta.go.jp/

税
理
士
無
料
確
定
申
告
相
談

●
期
間　

２
月
１
日
㈬
～
28
日
㈫

※ 

土
・
日
曜
日
を
除
く
。
要
予
約

●
場
所　

南
九
州
税
理
士
会
都
城
支
部

各
会
員
の
事
務
所
（
の
ぼ
り
旗
あ
り
）

●
内
容　

所
得
税
、
個
人
の
消
費
税
の

相
談

※ 

申
告
書
な
ど
の
作
成
を
依
頼
す
る
場

合
は
有
料

　

南
九
州
税
理
士
会
都
城
支
部

　
　

☎
24

−

８
８
０
０

給与収入額 1,500 万円
（控除額 245 万円）

平成 28 年分の給与収入額
1,200 万円

（控除額 230 万円） 

現　

行

改
正
後
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月 日 時 間 場 所 地 区
小
松
原

1/31
㈫

	 9：00	～	12：00

	※
コミュニティ
センター

前田町、平江町、大王町、栄町、
北原町、宮丸町、小松原町

	13：00	～	16：30 志比田町

姫
　
城

2/1
㈬

	 9：00	～	12：00 早鈴町、甲斐元町、西町、都島町、
松元町、上町

	13：00	～	16：30 下長飯町、中町、牟田町、八幡町、
蔵原町、姫城町

妻
ケ
丘

2/2
㈭

	 9：00	～	12：00
妻ケ丘町、若葉町、東町、
上東町、中原町、天神町、
菖蒲原町、花繰町

	13：00	～	16：30 上長飯町、一万城町、広原町

祝
　
吉

2/3
㈮

	 9：00	～	12：00 郡元町、年見町、郡元一～四丁目、
千町、神之山町

	13：00	～	16：30
祝吉一～三丁目、祝吉町、
上川東一～四丁目、早水町、
立野町、下川東一～四丁目

横
　
市

3/9
㈭

	 9：00	～	12：00 都原町
	13：00	～	16：30 横市町、南横市町

3/10
㈮ 	 9：00	～	12：00 蓑原町

五
十
市

3/10
㈮ 	13：00	～	16：30 鷹尾一～五丁目、南鷹尾町

3/13
㈪

	 9：00	～	12：00 久保原町、五十町、大岩田町
	13：00	～	16：30 平塚町、今町

中
　
郷

1/26
㈭

	10：00	～	12：00 石原営農
研修館

尾平野
	13：00	～	15：30 石原

2/6
㈪

	 9：30	～	12：00

中郷地区
市民交流
センター

下安久、正応寺
	13：00	～	16：00 川内、上安久、藤田

2/7
㈫

	 9：30	～	12：00 東豊満、西豊満
	13：00	～	16：00 大薗、益貫

2/8
㈬

	 9：30	～	12：00 高野原、女橋、払川
	13：00	～	16：00 大浦、麓、雄児石、嫁坂

月 日 時 間 場 所 地 区

西
　
岳

1/26
㈭

	10：00	～	12：00 折田代営
農研修館

武床、猪子石（田野）
	13：00	～	15：30 折田代

1/27
㈮

	10：00	～	12：00 旧夏尾保
育児童館

牛之脛
	13：00	～	15：30 馬渡、御池町

1/30
㈪

	 9：30	～	12：00 西岳地区
公民館
（クラブ
ハウス）

高野町、田野

	13：00	～	16：00 美川町

志
和
池

2/13
㈪

	 9：30	～	12：00

志和池地
区公民館

丸谷、巣立、万ヶ塚、寿万寺
	13：00	～	16：00 薄谷、谷頭

2/14
㈫

	 9：30	～	12：00 下水流２、下水流３、麓
	13：00	～	16：00 下水流１、平原、岩満、崎田

2/15
㈬

	 9：30	～	12：00 上水流中、森田、上水流東
	13：00	～	16：00 上水流西、荒ヶ田、吉行

庄
　
内

2/14
㈫

	 9：30	～	12：00

庄内地区
公民館

関之尾
	13：00	～	16：00 宮島、今屋

2/15
㈬

	 9：30	～	12：00 東区、千草
	13：00	～	16：00 川崎、町区、西区

2/16
㈭

	 9：30	～	12：00 平田、馬場
	13：00	～	16：00 莇、今平、内場、源野

沖
　
水

2/9
㈭

	 9：30	～	12：00

沖水地区
公民館

都北町、広瀬
	13：00	～	16：00 吉尾町

2/10
㈮

	 9：30	～	12：00 東高木、上金田
	13：00	～	16：00 西高木

2/13
㈪

	 9：30	～	12：00 太郎坊町
	13：00	～	16：00 下金田、中金田

月 日 時 間 場 所 地 区

予
備
日

3/14
㈫ 	 9：00	～	12：00

	13：00	～	16：30
	※
コミュニティ
センター

（予備日）
3/15
㈬

月 日 時 間 場 所 地 区

山
之
口

1/27
㈮

	 9：30	～	11：00 永野営農
研修館 永野

	13：00	～	15：30 青井岳営
農研修館 青井岳

2/17
㈮

	 9：30	～	12：00

山之口
地区
公民館

正近、乗平、六十田、田原、下平
	13：00	～	16：00 桑原１～３、中原、富吉団地

2/20
㈪

	 9：30	～	12：00 東、原田、飯起、野上、五反田
	13：00	～	16：00 榎木、上森、麓１～４区

2/21
㈫

	 9：30	～	12：00 街区１～５、向原東、西向原１～３
	13：00	～	16：00 西向原５～10、川内、前方

月 日 時 間 場 所 地 区

山
　
田

2/22
㈬

	 9：30	～	12：00

山田総合
センター

牛谷、万ヶ塚、石風呂、上椎屋、
平山

	13：00	～	16：00 竹脇、大古川、長谷、脇之馬場

2/23
㈭

	 9：30	～	12：00 瀬茅、毘砂丸、修行、北田、池之原

	13：00	～	16：00 田中、和田上、倉平、西栫、
瀬之口、百原、中村

2/24
㈮

	 9：30	～	12：00 古江、山内１～２、上是、下是、
浜之段

	13：00	～	16：00 谷１、２、３、５、６、７、８、９

月 日 時 間 場 所 地 区

高
　
城

2/16
㈭

	 9：30	～	12：00
高城農村
環境改善
センター

第15、第18、第19自治公民館
	13：00	～	16：00 第12、新第19、第20自治公民館

2/17
㈮

	 9：30	～	12：00 第13、第14自治公民館
	13：00	～	16：00 第16、第17自治公民館

2/27
㈪

	 9：30	～	12：00

高城
生涯学習
センター

第１自治公民館
	13：00	～	16：00 第２、第６自治公民館

2/28
㈫

	 9：30	～	12：00 第７、第８自治公民館
	13：00	～	16：00 第９、第10自治公民館

3/1
㈬

	 9：30	～	12：00 第３、第11自治公民館
	13：00	～	16：00 第４、第５自治公民館

月 日 時	間 場	所 地	区

高
　
崎

2/10
㈮

	10：00	～	12：00 笛水小中
学校クラ
ブハウス

竹元、崎山

	13：00	～	15：30 椎屋、後平

3/2
㈭

	 9：30	～	12：00

高崎
福祉保健
センター

上新田、鍋、旭

	13：00	～	16：00 栢木、田平、中央団地、牟礼水流、
荒場

3/3
㈮

	 9：30	～	12：00 横谷、共和

	13：00	～	16：00 三和、蔵元、高坂

3/6
㈪

	 9：30	～	12：00 谷川、町倉、栗巣、杉倉

	13：00	～	16：00 割付、迫間、山神原、野平、上勢西

3/7
㈫

	 9：30	～	12：00 温水、炭床、新生

	13：00	～	16：00 吉村、原村、下新田

3/8
㈬

	 9：30	～	12：00 田中、権堀、松ヶ水流、東

	13：00	～	16：00 小牧、轟、鵜戸、塚原、木下

平成29年度市・県民税申告日程表

※	コミュニティーセンターでは、１月～３月の指定日のみ受け付けますので、
　注意ください。
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公
開
承
認
施
設
記
念
展
　
島
津
の
至
宝

〜
文
化
財
と
地
域
博
物
館
の
魅
力
〜

求
め
ら
れ
る
役
割

　

平
成
22
年
３
月
の
開
館
以
降
、
都
城

島
津
邸
が
取
り
組
ん
で
き
た
都
城
島
津

家
史
料
の
保
存
・
伝
承
活
動
が
評
価
さ

れ
、「
公
開
承
認
施
設
」
と
し
て
国
か

ら
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
史
料
の

保
存
や
展
示
・
公
開
と
併
せ
て
、
学
芸

技
術
や
文
化
財
の
貴
重
さ
を
訴
え
か
け

る
普
及
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

守
る
べ
き
国
民
の
財
産
「
文
化
財
」

　

文
化
財
は
、わ
が
国
の
歴
史
の
中

で
生
ま
れ
、
守

り
受
け
継
が
れ

て
き
た
国
民
的

財
産
で
、有
形
、

無
形
、民
俗
、記

念
物（
史
跡
・
名

勝
・
天
然
）、
文

化
的
景
観
、
伝

統
的
建
造
物
群

の
６
つ
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

公
開
承
認
施
設
「
都
城
島
津
邸
」

　

通
常
、
ほ
か
の
博
物
館
や
美
術
館
な

ど
が
所
蔵
す
る
国
宝
や
重
要
文
化
財
を

展
示
す
る
場
合
は
、
事
前
に
国
の
許
可

が
必
要
で
す
が
、
公
開
承
認
施
設
と
し

て
認
定
さ
れ
る
こ
と

で
、
手
続
き
が
簡
素

化
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、収

蔵
す
る
重
要
文
化
財

の
修
理
費
用
や
、展
示

す
る
史
料
の
輸
送
費

の
一
部
助
成
を
受
け

ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
な

ど
も
あ
り
ま
す
。

　

都
城
島
津
邸
で
は
、

今
回
の
認
定
を
受
け

て
、今
後
、さ
ま
ざ
ま

な
博
物
館
な
ど
の
収

蔵
品
を
展
示
す
る
、魅

力
あ
る
企
画
展
を
開

催
し
て
い
き
ま
す
。

公
開
承
認
施
設
記
念
展

　

都
城
島
津
邸
が
収
蔵
す
る
史
料
は
、

平
成
16
年
に
、
都
城
島
津
家
か
ら
本
市

に
寄
贈
さ
れ
、
都
城
地
域
の
歴
史
を
知

る
た
め
の
史
料
と
し
て
、
活
用
の
道
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

都
城
島
津
邸
は
、
公
開
承
認
施
設
・

地
域
博
物
館
と
し
て
、
南
九
州
に
お
け

る
博
物
館
活
動
の
中
心
的
な
役
割
を
担

い
、
史
料
の
保
存
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
積
極
的
に
展
示
・
公
開
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
地
域
文
化
と
郷
土
愛
の

よ
り
一
層
の
醸
成
の
た
め
、
都
城
島
津

邸
が
取
り
組
む
べ
き
活
動
の
方
向
性
も

紹
介
し
ま
す
。

記
念
展
の
み
ど
こ
ろ

　

記
念
展
で
は
、
都
城
島
津
邸
が
所

蔵
す
る
朝
鮮
国
書
の
ほ
か
、
刀
狩
令

な
ど
の
島
津
家
文
書
、
短
刀
な
ど
国

宝
・
重
要
文
化
財
７
点
を
は
じ
め
、

浮
世
絵
や
薩
摩
刀
な
ど
、
歴
史
的
価

値
の
高
い
史
料
を
展
示
し
ま
す
。

◎
白し

ろ
い
と
す
そ
も
え
ぎ
こ
ん
お
ど
し
よ
ろ
い

糸
裾
萌
葱
紺
威
鎧

　

薩
摩
藩
主
島
津
斉な

り
あ
き
ら彬

が
着
用
し

た
、
平
安
・
鎌
倉
期
の
典
型
的
な
型

の
こ
の
鎧
は
、
戦
の
な
か
っ
た
江
戸

期
、
大
名
が
備
え
た
象
徴
的
な
武
具

で
す
。
牡ぼ

た
ん
も
ん

丹
紋
の
金
具
な
ど
の
装
飾

が
、
藩
主
の

甲か
っ
ち
ゅ
う

冑
で
あ
る

こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。

◎
東と

う
か
い
ど
う
ご
じ
ゅ
う
さ
ん
つ
ぎ
の
う
ち

海
道
五
十
三
次
之
内
日に

ほ
ん
ば
し

本
橋

　

歌
川
広
重
が
東
海
道
を
初
め
て
旅

し
た
後
に
描
い
た
こ
の
作
品
は
、
彼

の
浮
世
絵
木

版
画
の
代
表

作
で
す
。
東

海
道
五
十
三

次
は
、
広
重

の
版
画
だ
け

で
30
種
ほ
ど

が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

都
城
島
津
邸
で
は
、
平
成
27
年
８
月
に
、
文
化
庁
か
ら
県
内
で
初
め
て
「
公
開
承
認

施
設
」
と
し
て
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
た
特
別
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。
収
蔵
す

る
都
城
島
津
家
の
史
料
な
ど
を
公
開
し
、
文
化
財
の
大
切
さ
や
地
域
博
物
館
の
重
要
性

な
ど
、
歴
史
を
ひ
も
と
き
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

都
城
島
津
邸　

☎
23

－

２
１
１
６

会　期
１月21日㈯〜３月５日㈰

観覧料
大人 400円（350円）
大学生・高校生
300円（250円）
中学生以下無料
※ （　）は20人以上の団体

料金

国宝　天正16年豊臣秀吉朱印状（刀狩令）
島津家文書（東京大学史料編纂所蔵）

英一峰画　士農工商図屏風（板橋区立美術館蔵）

五世市川海老蔵の碓井荒太郎貞光
（足立区立郷土博物館蔵）
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都
城
歴
史
資
料
館
企
画
展

市
立
美
術
館
収
蔵
作
品
展

む
か
し
の
道
具
展

～
暮
ら
し
を
便
利
に
し
た
道
具
た
ち
～

Ｕ
Ｍ
Ｋ
寄
託
作
品
に
よ
る

瑛
九
芸
術
の
迷
宮
へ

「バレーの女」油彩・ガラス

　

小
学
３
年
生
の
社
会
科
の
授
業
に
合

わ
せ
て
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
「
む
か

し
の
道
具
展
」。

　

今
年
は
、
３
つ
の
テ
ー
マ
ご
と
に
、

子
ど
も
に
は
不
思
議
で
、
大
人
に
は
懐

か
し
い
道
具
を
展
示
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

文
化
財
課

☎
23

－

９
５
４
７

記
録
す
る
道
具

　

昔
の
カ
メ
ラ
や
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。

８
ミ
リ
動
画
撮
影
機

　

現
在
の
よ
う
に
手
軽
に
動
画
撮
影
を

す
る
機
材
が
な
か
っ
た
時
代
、
家
庭
で

の
動
画
撮
影
は
８
ミ

リ
カ
メ
ラ
が
主
流
で

し
た
。
こ
の
撮
影
機

は
、
６
本
の
レ
ン
ズ

を
使
い
分
け
て
撮
影

し
て
い
ま
し
た
。

家
庭
生
活
で
使
用
す
る
道
具

　

家
庭
で
使
わ
れ
て
い
た
冷
蔵
庫
や
洗

濯
機
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

陶
器
製
湯
た
ん
ぽ

　

湯
た
ん
ぽ
は
、
お
湯
を
入
れ
て
暖
を

　

日
本
の
前
衛
美
術
の
先
覚
者
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
瑛え

い
き
ゅ
う九

。
本
展
で
は
、
平

成
27
年
度
に
Ｕ
Ｍ
Ｋ
テ
レ
ビ
宮
崎
か
ら

寄
託
さ
れ
た
も
の
を
中
心
に
約
80
点
の

作
品
を
展
示
し
、
瑛
九
芸
術
の
魅
力
を

紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

美
術
館

☎
25

－

１
４
４
７

前
衛
芸
術
の
旗
手
「
瑛
九
」

　

宮
崎
市
出
身
の
瑛
九
（
１
９
１
１
～

１
９
６
０
）
は
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス

ム
（
超
現
実
主
義
）
や
抽
象
な
ど
、
新

し
い
芸
術
運
動
の
重
要
性
を
い
ち
早
く

理
解
し
、
追
求
し
た
美
術
家
で
す
。

　

昭
和
11
年
（
１
９
３
６
）
に
フ
ォ
ト

デ
ッ
サ
ン
集
「
眠
り
の
理
由
」
を
発
刊
。

以
降
、
写
真
や
版
画
、
油
彩
画
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
手
法
を
用
い
て
多
く
の
作
品

取
る
昔
か
ら
の
暖
房
器
具
で
す
。
大
正

期
以
降
に
金
属
製
の
も
の
が
現
れ
る
ま

で
は
、
陶
器
製
が
一
般
的
で
し
た
。

生な
り
わ
い業

で
使
用
す
る
道
具

　

農
作
業
や
大
工
仕
事
で
使
わ
れ
て
い

た
道
具
を
紹
介
し
ま
す
。

八
反
取
り

　

水
田
の
除
草
作
業
で
使
わ
れ
、
日
に

八は
っ
た
ん反

歩ぶ

（
約
80
㌃
）
の
作
業
が
は
か
ど

っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
が
つ
い
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
柄
を
持
っ
て
前
後

に
押
し
引
き
し
て
、
水
田
の
表
土
を
か

き
回
し
な
が
ら
前
進
し
、
雑
草
を
取
る

こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

企
画
展
の
概
要

●
会
期　

１
月
20
日
㈮
～
４
月
23
日
㈰

※ 

月
曜
日
休
館
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
そ
の
翌
日
）

●
場
所　

都
城
歴
史
資
料
館

●
入
館
料

大
人
２
１
０
円
（
１
６
０
円
）

高
校
生
１
６
０
円
（
１
０
０
円
）

小
・
中
学
生
１
０
０
円
（
50
円
）

※（　

）は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

●
主
な
展
示
資
料　

昭
和
５
年
頃
の
カ

メ
ラ
や
二
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
、
脱
水
機
付

き
一
槽
式
洗
濯
機
、
氷
冷
蔵
庫
、
炭
火

ア
イ
ロ
ン
、
回
転
こ
た
つ
な
ど

を
制
作
し
、
戦
前
と
戦
後
を
通
し
て
前

衛
芸
術
に
強
い
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
写
真
や
銅
版
画
、
リ
ト

グ
ラ
フ
な
ど
を
中
心
に
、
ガ
ラ
ス
絵
や

初
期
の
油
彩
画
な
ど
、
こ
れ
ま
で
あ
ま

り
紹
介
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
貴
重
な
作

品
も
展
示
し
ま
す
。

作
品
展
の
概
要

●
会
期　

１
月
５
日
㈭
～
２
月
26
日
㈰

※ 

月
曜
日
休
館
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
そ
の
翌
日
）

●
場
所　

市
立
美
術
館

●
入
館
料　

無
料

関
連
イ
ベ
ン
ト

【
詩
と
絵
の
出
会
い
～
瑛
九
と
富
松
良

夫
～
（
無
料
）】

　

瑛
九
の
作
品
の
紹
介
と
併
せ
て
、
瑛

九
と
親
交
が
あ
っ
た
本
市
出
身
の
詩

人
・
富
松
良
夫
の
詩
の
朗
読
会
を
開
催

し
ま
す
。

●
日
時　

１
月
22
日
㈰　

14
時
～

●
場
所　

市
立
美
術
館
図
書
コ
ー
ナ
ー

※
申
し
込
み
不
要

【
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

（
無
料
）】

　

学
芸
員
が
、
作
品
を
分
か
り
や
す
く

解
説
し
ま
す
。

●
日
時　

２
月
11
日
㈯　

14
時
～

●
場
所　

市
立
美
術
館

※
申
し
込
み
不
要
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まちの話題

地
域
住
民
で
移
動
手
段
を
確
保

庄
内
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
運
行
す

る
市
民
協
働
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

「
庄
内
ふ
れ
あ
い
号
」
の
出
発
式
が
11

月
17
日
、
庄
内
地
区
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。住
民
ら
が
組
織
す
る
団
体
に

運
行
を
委
託
す
る
県
内
初
の
試
み
で
、

10
人
乗
り
の
ワ
ゴ
ン
車
が
同
公
民
館
を

発
着
点
に
、
週
４
日
運
行
。バ
ス
の
運

行
に
よ
り
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確

保
や
住
民
同
士
の
支
え
合
い
、
見
守
り

の
促
進
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。釘
村

美み

ち

や
千
也
会
長
は「
病
院
や
温
泉
な
ど
へ

の
移
動
だ
け
で
な
く
、
住
民
間
の
絆
を

深
め
る
道
具
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た

い
」と
力
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

感
謝
を
込
め
た
お
も
て
な
し

平
成
27
年
度
寄
附
額
日
本
一
と
な
っ

た
本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
。寄
附
者
へ

の
感
謝
と
併
せ
て
、
都
城
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト「
ふ
る
さ
と
納
税
日

本
一
」大
感
謝
祭
が
11
月
19
日
と
20
日
、

東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。イ
ベ

ン
ト
に
は
、
事
前
に
申
し
込
み
の
あ
っ

た
寄
附
者
８
４
７
人
を
招
待
。本
県
出

身
の
川
越
達
也
シ
ェ
フ
が
調
理
し
た
宮

崎
牛
や
、
市
内
事
業
者
の
焼
酎
な
ど
を

振
る
舞
い
、
寄
附
者
を
も
て
な
し
ま
し

た
。ま
た
、本
市
の
観
光
地
の
紹
介
や
、

特
産
品
で
あ
る
お
茶
の
ブ
レ
ン
ド
や
み

そ
作
り
体
験
な
ど
も
実
施
。来
場
者
に

都
城
の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

忘
れ
も
の
を
解
消
！
　
脳
ト
レ
運
動

観
音
さ
く
ら
の
里
と
山
之
口
・
高
城
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
高
城
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
が
共
催
す
る「
元
気
で
長
生
き
、
温
泉
で

く
つ
ろ
ぐ
た
め
の
認
知
症
予
防
教
室
」
が
、

第
１
・
３
週
の
木
・
金
曜
日
に
、
観
音
さ
く
ら

の
里
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。下
川
ツ
ミ
子

さ
ん（
高
城
町
石
山
）
は「
楽
し
み
な
が
ら
認

知
症
を
予
防
で
き
る
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

風
を
つ
か
ん
で
鳥
の
よ
う
に
大
空
を
舞
う

　

11
月
６
日
、
金
御
岳
山
頂
で
南
九
州
ハ
ン

グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

遠
く
は
茨
城
県
か
ら
、
10
団
体
23
人
が
出
場
。

離
陸
台
か
ら
助
走
を
つ
け
て
飛
び
立
つ
と
、

色
鮮
や
か
な
機
体
が
大
空
を
彩
り
ま
し
た
。

着
地
点
で
は
、
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
試
乗
体

験
や
ド
ロ
ー
ン
の
デ
モ
フ
ラ
イ
ト
も
行
わ
れ
、

家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ア
イ
デ
ア
を
詰
め
込
ん
だ
作
品
を
披
露

全
国
の
小
中
学
生
が
も
の
づ
く
り
の
ア

イ
デ
ア
を
競
う「
全
国
少
年
少
女
チ
ャ
レ
ン

ジ
創
造
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
出
場
報
告
の
た
め
、

都
城
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
ら
が

11
月
17
日
、市
役
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。子
ど

も
ら
は
、
趣
向
を
凝
ら
し
て
製
作
し
た
作
品

を
、
実
演
を
交
え
て
説
明
し
、
全
国
大
会
で

の
活
躍
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

1

庄内地区コミュニティバス出発式

1

「ふるさと納税日本一」大感謝祭

1

チャレンジ創造コンテスト出場報告
1

認知症予防教室in観音さくらの里

1

金御岳杯南九州ハンググライダー大会
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輝
き
の
中
で
楽
し
む
ひ
と
と
き

55
万
球
の
光
が
彩
る
ま
ち
な
か
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
式
が
11
月
19

日
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。例
年
、
中
央
通
り
か
ら

西
都
城
駅
に
か
け
て
装
飾
。今
回
は
新

た
に
、
牟
田
・
宮
丸
大
通
り
な
ど
４
つ

の
通
り
に
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。点
灯

式
で
は
、
聖
ド
ミ
ニ
コ
学
園
の
生
徒
ら

が
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
を
披
露
し
、
透

明
感
の
あ
る
響
き
と
光
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
、
詰
め
か
け
た
来
場
者
か
ら

は
感
嘆
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。ま
た
、

隣
の
ワ
ン
パ
ー
ク
で
は
水
と
光
が
織
り

な
す
幻
想
的
な
演
出
を
、
家
族
連
れ
ら

が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

仲
間
同
士
で
切せ
っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨

　

一
次
加
工
し
た
茶
葉
を
持
ち
寄
り
、
互
い

に
批
評
し
な
が
ら
今
後
の
茶
の
栽
培
方
法
や

加
工
技
術
の
向
上
を
図
る
求
評
会
が
11
月
29

日
、
北
諸
県
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
茶
葉
の
外
観
を
チ
ェ
ッ
ク

し
た
後
、
熱
湯
で
煮
出
し
た
お
茶
の
色
や
香

り
、
渋
味
を
審
査
。
都
城
茶
の
品
質
向
上
に

向
け
認
識
を
高
め
合
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
新
名
物
が
誕
生
！

グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
で
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝

い
た
、
レ
ス
ト
ラ
ン
星せ

い
ら
ん蘭（
ラ
ス
パ
た
か
ざ

き
内
）
の「
炙あ

ぶ

り
都
城
和
牛
の
極
み
麺
」
の
試

食
会
が
11
月
25
日
、
市
役
所
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。ポ
タ
ー
ジ
ュ
ス
ー
プ
に
地
元
産
の
シ

イ
タ
ケ
を
入
れ
、
炙
っ
た
都
城
和
牛
な
ど
を

ト
ッ
ピ
ン
グ
。極
み
麺
は
、
土
・
日
曜
日
限
定

で
、
一
日
限
定
10
食
の
提
供
で
す
。

防
犯
と
交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
る

　

安
全
・
安
心
み
や
こ
ん
じ
ょ
盆
地
大
会
が

11
月
26
日
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
市
内
・
三
股
町
の
交
通
安
全
や
地

域
安
全
活
動
に
取
り
組
む
個
人
や
団
体
が
参

加
。
功
労
者
表
彰
の
ほ
か
、
小
中
学
生
の
意

見
発
表
や
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
紹
介

が
行
わ
れ
、
参
加
者
ら
は
暮
ら
し
の
安
心
・

安
全
に
対
す
る
意
識
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

1

宮崎大学地域資源創生学部の都城実習

1

都城茶振興会の求評会
1

SHIMAZUグルメ試食会

1

安全・安心みやこんじょ盆地大会

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
知
恵
を
絞
る

　

宮
崎
大
学
地
域
資
源
創
生
学
部
の
学

生
ら
が
、現
地
視
察
な
ど
を
通
し
て
地

域
課
題
へ
の
理
解
を
深
め
、解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
や
成
果
を
学
習
す
る
都

城
実
習
が
11
月
25
日
、市
内
の
集
落
営

農
法
人
や
中
心
市
街
地
な
ど
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。学
生
96
人
が「
農
業
の
高

付
加
価
値
化
」、「
中
心
市
街
地
の
活
性

化
」、「
ふ
る
さ
と
納
税
」の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、担
当
者
に
話
を
聞
い
た
り
、現
地

を
見
た
り
し
て
詳
し
く
調
査
。学
生
ら

は
空
き
店
舗
の
活
用
を
実
践
す
る
二
宮

啓け
い
い
ち市
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
、ま
ち
な

か
の
再
生
手
法
を
質
問
す
る
な
ど
、問

題
や
成
果
を
聞
き
取
っ
て
い
ま
し
た
。

1

まちなかイルミネーション点灯式
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の
風
景

都
城
高
校
野
球
部
　

山
本
　
由よ
し
の
ぶ伸

　
投
手

第
二
の
ふ
る
さ
と「
都
城
」
で
誓
う

プ
ロ
第
一
線
で
の
活
躍
と
、
日
本
一
！

は
つ
ら
つ
と
し
た
掛
け
声
が
響
く
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
一
人
黙
々
と
走
り
込
ん
で
い

る
の
が
、プ
ロ
野
球
オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ

ロ
ー
ズ
へ
の
入
団
が
決
定
し
た
都
城
高
校

野
球
部
の
山
本
由
伸
投
手
で
す
。

　

山
本
投
手
は
岡
山
県
備
前
市
の
出
身

で
、小
学
１
年
生
か
ら
野
球
を
始
め
ま
し

た
。小
学
６
年
生
で
、伊い

ん
べ部
パ
ワ
フ
ル
ズ
の

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
全
国
大
会
に
出

場
。中
学
時
代
に
も
、東
岡
山
ボ
ー
イ
ズ
の

セ
カ
ン
ド
と
し
て
全
国
大
会
を
経
験
し
ま

し
た
。そ
し
て
、甲
子
園
を
目
指
し
た
山
本

投
手
が
選
ん
だ
の
が
、数
々
の
実
績
を
持

つ
都
城
高
校
野
球
部
で
し
た
。

東
岡
山
ボ
ー
イ
ズ
の
先
輩
か
ら「
都
城

高
校
は
野
球
に
集
中
で
き
る
環
境
が
整
っ

て
い
る
」
と
聞
い
て
い
た
山
本
投
手
。「
自

分
で
行
く
と
決
め
た
の
な
ら
応
援
す
る
」

と
の
両
親
の
言
葉
に
後
押
し
さ
れ
、
野
球

一
筋
の
３
年
間
を
決
意
し
ま
し
た
。

ピ
ッ
チ
ャ
ー
へ
の
転
向
は
、
１
年
の
夏

の
大
会
が
終
わ
っ
た
頃
。野
手
と
は
違
う

練
習
に「
走
る
メ
ニ
ュ
ー
ば
か
り
で
、
き

つ
か
っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

地
道
な
練
習
が
実
を
結
び
、
１
５
０
㌔
台

の
速
球
と
キ
レ
の
あ
る
ス
ラ
イ
ダ
ー
で
、

超
高
校
級
と
言
わ
れ
る
ま
で
に
成
長
し
た

山
本
投
手
。し
か
し
、
仲
間
と
一
緒
に
挑

ん
だ
最
後
の
夏
の
大
会
は
、
悔
し
い
思
い

が
強
く
残
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

寮
で
の
共
同
生
活
を
送
っ
た
山
本
投
手

は「
自
分
で
洗
濯
や
掃
除
を
し
て
、
親
の

あ
り
が
た
み
を
感
じ
た
」
と
話
し
ま
す
。

野
球
漬
け
の
中
、
友
だ
ち
と
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
通
っ
た
何
気
な
い
ひ
と
と
き
が
一
番
の

思
い
出
と
懐
か
し
む
山
本
投
手
。「
親
元

を
離
れ
、
都
城
で
仲
間
と
過
ご
し
た
日
々

は
、
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
。都
城
は

第
二
の
ふ
る
さ
と
」
と
目
を
細
め
ま
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
日
本
一
の
経
験
が
な
く
、悔

し
い
思
い
を
し
て
き
た
。そ
の
思
い
を
胸

に
、プ
ロ
の
厳
し
い
世
界
で
野
球
に
打
ち

込
み
、第
一
線
で
活
躍
し
た
い
。そ
し
て
、

オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
の
日
本
一

に
貢
献
し
た
い
」と
プ
ロ
へ
の
意
気
込
み

を
語
り
ま
す
。

　
「
自
分
自
身
が
小
さ
い
頃
、プ
ロ
野
球
選

手
は
か
っ
こ
い
い
存
在
だ
っ
た
。子
ど
も

た
ち
に
憧
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
選
手
に

な
る
の
で
、応
援
し
て
ほ
し
い
」と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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◎問い合わせ　健康課　☎23－2765

盆地生まれの元気をいただきます！

　白菜はビタミンC、ビタミンB1・B2・B6などのビタ
ミン類、カリウム・カルシウム・マグネシウム・亜鉛など
のミネラル分や食物繊維を含みます。

◎問い合わせ　秘書広報課　☎23－3174

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

Vol.5

　
地
域
外
の
人
材
を
活
用
し
、地
域

の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
る「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

制
度
。今
回
は
、
８
月
に
着
任
し
、

市
外
か
ら
の
移
住
・
定
住
者
の
支
援

に
携
わ
る
鮫さ

め
じ
ま島
真
理
さ
ん
の
奮
闘

振
り
を
紹
介
し
ま
す
。

隊
員
と
し
て
活
動
す
る
充
実
し
た
毎
日

　

奈
良
県
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
着
任
し
、　

慣
れ
な
い
環

境
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
周

囲
の
人
た
ち
に
助
け
ら
れ
、
慌
た

だ
し
い
中
で
も
充
実
し
た
毎
日
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
、

近
所
の
人
た
ち
と
交
わ
す
あ
い
さ

つ
や
何
気
な
い
会
話
な
ど
を
楽
し

ん
だ
り
、
食
事
の
誘
い
を
受
け
た

り
し
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

移
住
・
定
住
促
進
の
支
援　

　

日
々
の
業
務
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
移
住
・
定
住

支
援
サ
イ
ト
の
管
理
や
、
移
住
を

希
望
す
る
皆
さ
ん
の
相
談
の
受
け

付
け
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

都
城
へ
の
移
住
を
希
望
す
る
人

た
ち
は
、
小
学
校
就
学
前
の
子
ど

も
が
い
る
若
い
世
代
や
、
定
年
退

職
し
て
、
ふ
る
さ
と
「
都
城
」
へ

Ｕ
タ
ー
ン
を
希
望
す
る
世
代
が
多

い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
子
育
て
や
医
療

に
関
す
る
市
の
施
策
や
事
業
な
ど
を

紹
介
し
、
移
住
す
る
こ
と
へ
の
不
安

を
少
し
で
も
和
ら
げ
よ
う
と
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

　

移
住
・
定
住
を
支
援
す
る
た
め
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
人
や
事
業
者
と
「
連

携
」
し
、
有
益
な
情
報
を
集
め
る
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
移
住
し
た
人
た
ち
に
対
す
る
継

続
的
な
支
援
も
大
切
で
す
。
移
住
し

た
感
想
や
困
り
ご
と
な
ど
も
聞
い
て
、

今
後
の
支
援
の
参
考
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
人
に
、「
都
城
に

移
住
し
て
良
か
っ
た
」
と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
き
め
細
か
な
支
援
を

心
掛
け
て
い
き
た
い
で
す
。

一日に５皿の野菜
料理を食べよう！

お正月の
おもてなし料理

【 白菜ときのこのサラダ】 ※一人分53Kcal、塩分1.1g

● 材料（４人分）
白菜･･･120g、キュウリ･･･80g、塩･･･小1/2、ニンジン･･･70ｇ、
エノキダケ･･･80g、ベーコン･･･25g、サラダ油･･･小１、
薄口しょうゆ･･･大１、酢･･･大１、青しそ･･･４枚

● 下準備
白菜は１cm幅の短冊切り、キュウリは５cmの千切り
にする。塩をふり、しんなりしたらサッと水洗いして
軽く絞る。ニンジンは５cmの千切りにする。エノキダ
ケは根元を落とし、半分に切る。ベーコン・青しそは
細い千切りにする

● 作り方
　①�フライパンに油を熱して、ベーコン、ニンジン、
　　エノキダケを炒めて冷ます
　②�薄口しょうゆ、酢で白菜、キュウリ、①を和え、
　　青しそを加えて混ぜる

【 伊達巻】  ※一人分63Kcal、塩分0.5g

● 材料（12切れ分）
卵･･･６個、はんぺん…120g、サラダ油･･･少々
Ａ【砂糖･･･30g、塩･･･小2/5、みりん･･･小１、白だし･･･小１】

● 作り方
　①�卵、はんぺん、Aをミキサーで混ぜ、網でこす
　②�卵焼き器（20cm四方）を熱して油を引き、①を入

れる。中火〜弱火にし、アルミ箔などでふたをする
　③火が通ったら、巻きすで巻き、輪ゴムで縛る
　④冷めたら、12等分に切る
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水道管の凍結防止方法動画を、市ホームぺージで公開しています

平
成
29
年
度

市
役
所
臨
時
・
嘱
託
職
員

　

勤
務
開
始
の
時
期
は
、
職
種
で
異
な
り

ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
２
月
３
日
㈮
ま

で
に
、
履
歴
書
と
資
格
を
証
明
す
る
も
の

の
写
し
を
職
員
課
へ
持
参
く
だ
さ
い
。

【
幼
稚
園
教
育
業
務
】

●
対
象　

幼
稚
園
教
諭
の
資
格
を
有
す
る

人●
賃
金　

月
額
14
万
７
９
０
０
円

●
定
員　

２
人

●
勤
務
地　

高
城
幼
稚
園
、
有
水
幼
稚
園

●
時
間　

８
時
30
分
～
16
時
45
分
、
早
出

は
７
時
30
分
～
15
時
45
分
（
週
37
時
間
30

分
）

【
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
】

●
対
象　

保
育
士
、
社
会
福
祉
士
、
ま
た

は
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
幼
稚
園
・

小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
の
教
諭
な

ど
の
資
格
を
有
す
る
人
ま
た
は
、
児
童
ク

ラ
ブ
で
の
指
導
に
関
心
の
あ
る
人

●
賃
金　

月
額
11
万
７
９
０
０
円

●
定
員　

７
人

●
勤
務
地　

市
内
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

●
時
間　

月
～
金
曜
日
の
13
時
～
18
時
、

土
曜
日
８
時
～
18
時
（
週
34
時
間
）

【
母
子
保
健
業
務
】

●
対
象　

保
健
師
ま
た
は
助
産
師
の
資
格

を
有
す
る
人

●
賃
金　

日
額
７
２
０
０
円

●
定
員　

１
人

●
勤
務
地　

こ
ど
も
課

●
時
間　

８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
月
～

金
曜
日
の
週
38
時
間
45
分
）

【
児
童
家
庭
相
談
に
関
す
る
業
務
】

●
対
象　

教
員
免
許
取
得
者
や
保
育
士
、

社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
、
保
健

師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
心
理
職
、
社
会

福
祉
主
事
な
ど
の
資
格
を
有
す
る
人
。
ま

た
は
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
な
ど

に
お
い
て
児
童
福
祉
、
社
会
福
祉
、
児
童

学
、
心
理
学
、
教
育
学
、
社
会
学
な
ど
を

修
め
て
卒
業
し
た
人

●
賃
金　

月
額
14
万
２
千
円

●
定
員　

１
人

●
勤
務
地　

こ
ど
も
課

●
時
間　

９
時
～
16
時
（
月
～
金
曜
日
の

週
30
時
間
）

【
発
達
障
害
な
ど
の
相
談
・
指
導
に
関
す

る
業
務
】

●
対
象　

心
理
学
科
な
ど
を
卒
業
し
、
臨

床
心
理
士
ま
た
は
認
定
心
理
士
な
ど
の
資

格
を
有
す
る
人

●
賃
金　

月
額
14
万
６
７
０
０
円

●
定
員　

１
人

●
勤
務
地　

都
城
市
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ

ー
き
ら
き
ら

●
時
間　

９
時
～
16
時

※ 

月
に
８
日
程
度
８
時
30
分
～
16
時
（
月

～
金
曜
日
）

【
保
健
業
務
】

●
対
象　

保
健
師
ま
た
は
助
産
師
の
資
格

を
有
す
る
人

●
賃
金　

月
額
11
万
７
千
円

●
定
員　

１
人

●
勤
務
地　

西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

●
時
間　

９
時
～
16
時
（
月
～
金
曜
日
の

週
30
時
間
）

【
学
校
事
務
】

●
対
象　

パ
ソ
コ
ン
（
エ
ク
セ
ル
や
ワ
ー

ド
）
の
操
作
が
で
き
る
人

●
賃
金　

月
額
10
万
円

●
定
員　

10
人
程
度

●
勤
務
地　

市
内
の
小
・
中
学
校

●
時
間　

９
時
～
16
時
（
月
～
金
曜
日
の

週
30
時
間
）

【
美
術
館
学
芸
事
務
補
助
等
業
務
】

●
対
象　

美
術
課
程
ま
た
は
美
術
史
関
係

学
な
ど
を
専
攻
し
、
法
令
に
基
づ
く
学
芸

員
の
資
格
を
有
す
る
人

●
賃
金　

月
額
13
万
６
５
０
０
円

●
定
員　

１
人

●
勤
務
地　

市
立
美
術
館

●
時
間　

10
時
～
17
時
（
週
30
時
間
）

【
島
津
邸
受
付
窓
口
等
一
般
事
務
】

●
対
象　

パ
ソ
コ
ン
（
エ
ク
セ
ル
や
ワ
ー

ド
）
の
操
作
が
で
き
る
人

●
賃
金　

月
額
９
万
７
５
０
０
円

●
定
員　

２
人

●
勤
務
地　

都
城
島
津
邸

●
時
間　

９
時
～
16
時
、10
時
～
17
時（
週

30
時
間
）。
週
休
２
日
（
た
だ
し
不
定
期
）

【
女
性
総
合
相
談
業
務
】

●
対
象　

パ
ソ
コ
ン
（
エ
ク
セ
ル
や
ワ
ー

ド
）
の
操
作
が
で
き
る
人

●
賃
金　

月
額
12
万
円

●
定
員　

１
人

●
勤
務
地　

生
活
文
化
課
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INFORMATION ごみの収集日自動音声案内　☎︎ 22-5374

●
時
間　

９
時
～
17
時
の
う
ち
１
日
６
時

間
（
月
～
金
曜
日
の
週
30
時
間
）

【
国
民
年
金
に
関
す
る
事
務
】

●
対
象　

国
民
年
金
の
実
務
に
関
す
る
知

識
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
年
金
制
度
に
関

心
が
あ
る
人

●
賃
金　

月
額
９
万
７
５
０
０
円

●
定
員　

３
人

●
勤
務
地　

保
険
年
金
課

●
時
間　

８
時
30
分
～
17
時
の
う
ち
１
日

６
時
間
（
月
～
金
曜
日
の
週
30
時
間
）

【
ご
み
収
集
運
搬
作
業
】

●
対
象　

体
力
に
自
信
の
あ
る
人

●
賃
金　

日
額
６
９
２
０
円

●
定
員　

若
干
名

●
勤
務
地　

環
境
業
務
課
（
郡
元
町
）

●
時
間　

８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
月
～

金
曜
日
の
週
38
時
間
45
分
）

【
駒
発
電
所
維
持
管
理
業
務
】

●
対
象　

体
力
に
自
信
の
あ
る
人
（
電
気

事
業
関
係
経
験
者
を
優
遇
）

●
賃
金　

月
額
12
万
９
８
０
０
円

●
定
員　

１
人

●
勤
務
地　

駒
発
電
所
（
山
田
町
山
田
）

●
時
間　

８
時
30
分
～
17
時
（
月
～
金
曜

日
の
週
37
時
間
30
分
）。
た
だ
し
、
毎
月

25
日
は
曜
日
に
関
係
な
く
、
放
水
作
業
あ

り
（
代
休
対
応
）

【
一
般
事
務
】

●
対
象　

パ
ソ
コ
ン
（
エ
ク
セ
ル
や
ワ
ー

ド
）
の
操
作
が
で
き
る
人

●
賃
金　

①
月
額
９
万
７
５
０
０
円

　
　
　
　

②
日
額
５
８
８
０
円

●
定
員　

5
人
程
度

●
勤
務
地　

本
庁
、
各
総
合
支
所
な
ど

●
時
間　

①
９
時
～
16
時
（
月
～
金
曜
日
の
週
30
時

間
）

②
８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
月
～
金
曜
日

の
週
38
時
間
45
分
）

　

職
員
課　

☎
23

−

２
１
１
９

市
営
住
宅
入
居
者

●
一
般
世
帯

【
４
Ｋ
】〔
高
城
〕
第
2
軍
神
原
（
２
戸
）

【
３
Ｄ
Ｋ
】〔
本
庁
〕
西
之
前
（
４
戸
）
小

鷹
原（
１
戸
）菖
蒲
原（
２
戸
）北
鷹
尾（
２

戸
）
内
堀
（
４
戸
）
一
万
城
（
５
戸
）
都

北
（
２
戸
）
一
万
城
出
口
（
１
戸
）
一
万

城
東
部（
１
戸
）沖
水（
１
戸
）宮
丸
西（
３

戸
）
上
水
流
（
１
戸
）〔
山
之
口
〕
丸
岡

（
１
戸
）〔
山
田
〕
西
栫
第
２
（
２
戸
）
谷

頭
駅
前
ふ
れ
あ
い
（
１
戸
）〔
高
崎
〕
上

新
田
（
１
戸
）
高
崎
中
央
（
４
戸
） 〔
高
城
〕

第
２
軍
神
原
（
２
戸
）

【
３
Ｋ
】〔
本
庁
〕
都
北
（
２
戸
）〔
山
之

口
〕

※
花
木
第
４
（
１
戸
）〔
高
城
〕

※
第

３
鳥
井
前（
１
戸
）※
第
２
軍
神
原（
１
戸
）

〔
山
田
〕

※
谷
頭
五
班
第
２
（
１
戸
）

※
西

栫
第
２
（
１
戸
）〔
高
崎
〕

※
前
田
（
１
戸
）

【
２
Ｋ
】〔
本
庁
〕

※
都
原
（
２
戸
）〔
高
城
〕

※
第
２
軍
神
原
（
２
戸
）〔
山
田
〕

※
谷
頭

五
班
第
２
（
１
戸
）

※ 

印
は
単
身
入
居
可
能
。
た
だ
し
、
60
歳

以
上
の
人
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
４

級
、
生
活
保
護
受
給
者
、
ハ
ン
セ
ン
病

療
養
所
入
所
者
な
ど
の
条
件
あ
り

●
60
歳
以
上
世
帯

【
２
Ｄ
Ｋ
】〔
本
庁
〕
内
堀
（
１
戸
）
一
万

城
（
３
戸
）　

※
単
身
入
居
可
能

●
心
身
障
が
い
者
世
帯

【
２
Ｋ
】〔
本
庁
〕
都
原
（
１
戸
）

※
単
身
入
居
可
能

●
申
込
期
間

２
月
１
日
㈬
～
８
日
㈬　

17
時
ま
で

※ 

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
申
し

込
み
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
で
す
。

随
時
募
集
の
団
地
も
あ
り
ま
す

　

建
築
課　

☎
23

−

３
１
０
５

　
　
　

各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者

●
物
件

【
３
Ｄ
Ｋ
】
一
万
城
ア
イ
リ
ス
（
３
戸
）

●
初
年
度
家
賃　

４
万
７
千
円
～

※
毎
年
千
円
ず
つ
加
算

●
対
象

・ 

市
内
、
三
股
町
、
曽
於
市
に
在
住
、
ま

た
は
勤
務
し
て
い
る
人
で
、
市
・
町
税

な
ど
の
滞
納
が
無
い
人

・
政
令
月
収
が
15
万
８
千
円
以
上
の
人

※
単
身
で
の
入
居
は
不
可

　

建
築
課　

☎
23

−

３
１
０
５

自
衛
官
候
補
生

●
対
象　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

●
試
験
日
程　

①
１
月
29
日
㈰
・
30
日
㈪

②
２
月
19
日
㈰
・
20
日
㈪

　

自
衛
隊
宮
崎
地
方
協
力
本
部
都
城

地
域
事
務
所　

☎
23

−

３
９
４
４
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宮
崎
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
出
場
者

●
日
程　

５
月
21
日
㈰　

※ 

ミ
ニ
テ
ニ
ス
は
22
日
㈪
、
ゴ
ル
フ
は
23

日
㈫

●
場
所　

Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
宮
崎
県
総
合
運
動
公
園
ほ
か

●
種
目　

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、テ
ニ
ス
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ミ
ニ
テ
ニ
ス
、

弓
道
、
剣
道
、
な
ぎ
な
た
、
太
極
拳
、
四

半
的
弓
道
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
ゴ
ル
フ
、
サ

ッ
カ
ー
、
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
、
水
泳
、
卓
球
バ
レ
ー
、
ダ

ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
、
囲
碁
、
将
棋
、
健
康
マ

ー
ジ
ャ
ン
、
軟
式
野
球

●
対
象　

県
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

（
昭
和
33
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
）

●
参
加
料　

５
０
０
円

※
出
場
決
定
後
に
郵
便
局
で
振
り
込
み

●
募
集
期
間　

２
月
１
日
㈬
～
28
日
㈫

※ 

詳
し
く
は
福
祉
課
、
各
総
合
支
所
市
民

生
活
課
に
あ
る
種
目
別
の
実
施
要
項
を

確
認
く
だ
さ
い

　

福
祉
課　

☎
23

−

３
１
０
２

県
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
９
８
５

−

31

−

９
６
３
０

学
校
給
食
用
の
物
資
納
入
業
者

　

都
城
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
、
給
食
用

の
一
般
物
資
や
魚
、
肉
、
野
菜
な
ど
を
納

入
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
契
約
期
間

４
月
１
日
㈯
～
平
成
30
年
３
月
31
日
㈯

●
要
件

① 

市
税
の
滞
納
が
な
く
特
別
徴
収
を
行
っ

て
い
る
こ
と

② 

市
内
に
事
業
所
ま
た
は
倉
庫
な
ど
を
所

有
し
（
市
内
で
調
達
困
難
な
物
資
を
有

す
る
事
業
者
は
除
く
）、
３
年
以
上
経

営
を
継
続
し
て
い
る
こ
と

③ 

指
定
日
時
に
納
入
で
き
、
か
つ
緊
急
時

の
対
応
が
可
能
な
こ
と

　

２
月
７
日
㈫
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
で

配
布
す
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

２
月
21
日
㈫
ま
で
に
学
校
給
食
課

☎
23

−

２
６
１
７

健
康
づ
く
り
大
会
（
無
料
）

●
日
時　

２
月
15
日
㈬

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
定
員　

２
０
０
人　

※
申
し
込
み
不
要

●
内
容　

み
や
こ
ん
じ
ょ
健
康
づ
く
り
会

に
よ
る
活
動
発
表
、
宮
崎
大
学
医
学
部　

吉
村
学
教
授
に
よ
る
地
域
医
療
に
ち
な
ん

だ
講
演

　

健
康
課　

☎
23

−

２
７
６
５

み
や
ざ
き
畑
か
ん
営
農
振
興
大
会

●
日
時　

２
月
６
日
㈪

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

講
演
や
事
例
発
表

　

農
産
園
芸
課　

☎
36

−

６
６
１
０

島
津
de
マ
ル
シ
ェ
！
＆
や
き
も
の
展

●
日
時　

１
月
27
日
㈮
～
29
日
㈰

や
き
も
の
展
：
９
時
～　

マ
ル
シ
ェ
：
10
時
～

●
場
所　

都
城
島
津
邸

※ 

や
き
も
の
展
は
本
宅
入
館
料
（
小
学
生

以
上
１
０
０
円
）
が
必
要

●
内
容　

陶
器
や
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
製
品
、

飲
食
物
の
販
売

　

都
城
島
津
邸　

☎
23

−

２
１
１
６

図
書
館
読
み
聞
か
せ
会

【
都
城
市
立
図
書
館
】

お
は
な
し
の
部
屋
「
そ
ら
ま
め
」

●
日
時　

１
月
26
日
㈭　

11
時
～

　

市
立
図
書
館　

☎
22

−

０
２
３
９

【
高
城
図
書
館
】

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン

●
日
時　

１
月
28
日
㈯　

11
時
～

　

高
城
図
書
館　

☎
58

−

４
２
２
４

芸
術
文
化
協
会
加
盟
団
体
イ
ベ
ン
ト

【
都
城
市
民
音
楽
祭
】

●
日
時　

２
月
12
日
㈰　

13
時
30
分
～

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

５
０
０
円

　

都
城
音
楽
協
会
（
田
口
）

　
　

☎
０
９
０

−

２
５
０
４

−

５
８
５
８

水道管の凍結防止方法動画を、市ホームぺージで公開しています
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ふ
れ
あ
い
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
in
祝
吉

●
日
時　

２
月
12
日
㈰　

８
時
15
分
～

※
雨
天
中
止

●
集
合
場
所　

島
津
稲
荷
神
社
（
郡
元
四

丁
目
）

●
行
程　

沖
水
川
河
川
敷
（
約
６
㌔
）

●
参
加
料　

１
０
０
円
（
保
険
料
）

●
そ
の
他　

小
学
3
年
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
。
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
帽
子
を
持
参

　

２
月
３
日
㈮
ま
で
に
祝
吉
地
区
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
事
務
局

☎
23

−

２
８
９
０

南
九
州
駅
伝
競
走
大
会

●
日
程　

２
月
5
日
㈰

●
コ
ー
ス　

え
び
の
市
真ま

さ
き幸

地
区
体
育
館

前
（
10
時
ス
タ
ー
ト
）
→
ロ
ー
ソ
ン
高
崎

大
牟
田
店
前
（
12
時
４
分
）
→
志
和
池
小

学
校
前
（
12
時
32
分
）
→
市
立
美
術
館
前

（
13
時
６
分
ゴ
ー
ル
）

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　

☎
23

−

９
５
４
６

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ベ
ン
ト
情
報

【
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
】

●
日
時　

１
月
18
日
㈬

　
　
　
　

13
時
45
分
～
15
時

●
場
所　

宮
丸
こ
ど
も
園

●
費
用　

５
０
０
円

※ 

要
申
し
込
み
。
飲
み
物
を
持
参

　

シ
ャ
ク
テ
ィ
ー
（
福
元
）

☎
０
９
０

−

２
５
１
９

−

６
２
８
２

【
ベ
ー
ゴ
マ
大
会
】

●
日
時　

１
月
21
日
㈯　

10
時
～

●
場
所　

神
柱
公
園

●
費
用　

１
０
０
円　

※
要
申
し
込
み

　

こ
じ
ぃ
の
森
・
こ
ど
も
の
時
間

（
中
元
）　

☎
38

−

５
３
２
５

【
婚
活
お
し
ゃ
べ
り
会
】

●
日
時　

１
月
19
日
㈭
・
25
日
㈬

　
　
　
　

19
時
～
22
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

※
会
員
の
み
（
３
カ
月　

３
千
円
）

●
費
用　

５
０
０
円　

※
要
申
し
込
み

【
子
ど
も
の
婚
活　

親
の
相
談
会（
無
料
）】

●
日
時　

１
月
28
日
㈯　

14
時
～

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

※
要
申
し
込
み

【
婚
活
支
援　

ミ
ニ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
】

●
日
時　

１
月
31
日
㈫　

19
時
30
分
～

●
場
所　

ジ
ョ
イ
プ
ラ
ザ
都
城
店
（
三
股

町
樺
山
）　

※
要
申
し
込
み

●
費
用　

実
費

　

婚
活
支
援
良
縁
ど
っ
と
混
む（
黒
木
）

☎
０
７
０

−
５
５
３
０

−

７
９
６
４

【
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
＆
特
別
乗
馬
体
験
会（
無
料
）】

●
日
時　

２
月
12
日
㈰　

10
時
～
12
時

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
丘
（
山
田
町
中
霧

島
）　

※
要
申
し
込
み

　

都
城
ふ
れ
あ
い
の
丘
・
里
山
カ
レ

ッ
ジ
（
中
島
）　

☎
64

−

０
０
５
０

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

【
コ
ー
ラ
ス
】

●
日
時　

１
月
26
日
㈭　

12
時
20
分
～

●
場
所　

市
役
所
本
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

な
の
は
な
合
唱
団

　

 

文
化
振
興
財
団　

☎
23

−

７
１
４
０

高崎町縄瀬 2530
☎ 62-3427
９：00～ 18：00
※日曜日定休

（有）金丸ファーム　金丸由美子さん、優子さん

　酵母入りの餌や水などにこだわって、六
ろっぱく

白黒
豚を生産しています。臭みがなく、脂身に甘みが
あり、くせが無いことから、豚肉が苦手だった人
が食べられるようになるほどです。店舗では精
肉のほか、メンチカツやモモカツなどの加工品
も販売中。遠方から来てくれるお客さんのため
にも、今後も喜ばれるお肉を提供していきます。

6次化だより ６次産業化に取り組む
事業者を紹介します。
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

ス
テ
ッ
プ
運
動
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

１
月
18
日
㈬

　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時

●
場
所　

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

40
歳
以
上
の
市
民

※ 

通
院
・
治
療
中
の
人
は
、
主
治
医
に
相

談
し
、
参
加
く
だ
さ
い

●
定
員　

40
人　

※
申
し
込
み
順

●
持
参
す
る
も
の　

運
動
の
し
や
す
い
服

装
、
運
動
靴
、
飲
み
物

　

健
康
課　

☎
23

−

２
７
６
５

骨
こ
つ
健
康
教
室

●
日
時　

２
月
22
日
㈬

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象
・
定
員　

女
性
・
30
人

※
要
申
し
込
み

●
費
用　

１
０
０
円
（
材
料
費
）

●
内
容　

講
話
や
調
理
、
運
動
法
な
ど

　

健
康
課　

☎
23

−

２
７
６
５

医
療
と
介
護
に
関
す
る
講
演
会（
無
料
）

●
日
時　

２
月
17
日
㈮　

14
時
～
16
時

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
演
題　

地
域
で
支
え
る
看み

取
り
～
都
城
・

三
股
の
終
活　

医
療
・
介
護
編
～

　

介
護
保
険
課　

　
　

　

☎
23

−

２
６
８
５

健
康
ラ
イ
フ
教
室

●
日
時
・
場
所

Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
の
食
事
に
関
す

る
講
話
と
調
理
実
習

２
／
３
㈮　

９
時
30
分
～
13
時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※ 

三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、
ハ
ン
カ
チ
を
持
参
。

講
話
の
み
の
受
講
も
可

運
動
教
室

２
／
14
㈫　

13
時
30
分
～
15
時

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

※ 

運
動
の
し
や
す
い
服
装
、
飲
み
物
を
持

参
●
対
象
・
定
員　

市
民
・
30
人

※
要
申
し
込
み

●
費
用　

調
理
実
習
の
み
１
０
０
円

　

健
康
課　

☎
23

−

２
７
６
５

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会（
無
料
）

●
日
時　

２
月
７
日
㈫

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
場
所　

 

都
城
保
健
所

●
定
員　

70
人　

※
申
し
込
み
順

●
内
容　

精
神
科
医
師
に
よ
る
講
演
「
高

齢
者
の
う
つ
病
の
予
防
と
そ
の
対
応
」

　

１
月
27
日
㈮
ま
で
に
都
城
保
健
所

☎
23

−

４
５
０
４

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座
（
無
料
）

●
日
時　

１
月
27
日
㈮　

14
時
～
15
時

●
場
所　

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

80
人　

※
申
し
込
み
不
要

●
内
容　

大
腸
が
ん
で
困
ら
な
い
た
め
の

診
断
と
治
療

　

国
立
病
院
機
構
都
城
医
療
セ
ン

タ
ー　

☎
23

−

４
１
１
１

赤
十
字
幼
児
安
全
法
講
習
会

●
日
時　

２
月
26
日
㈰

①
９
時
～
12
時
30
分

②
13
時
30
分
～
17
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

乳
・
幼
児
期
に
起
こ
り
や
す
い

事
故
の
予
防
や
手
当
て
、
発
熱
・
け
い
れ

ん
に
対
す
る
手
当
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法

●
対
象
・
定
員　

15
歳
以
上
・
各
30
人

※
申
し
込
み
順

●
受
講
料　

５
０
０
円
（
教
材
費
）

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い

　

２
月
20
日
㈪
ま
で
に
福
祉
課

　
　
　

☎
23

−

２
９
８
０

ロ
コ
モ
予
防
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

１
月
26
日
㈭　

13
時
～
14
時

●
場
所　

小
牧
病
院
リ
ハ
ビ
リ
室

●
定
員　

30
人　

※
申
し
込
み
順

●
内
容　

体
操
、
体
力
測
定

　

小
牧
病
院
リ
ハ
ビ
リ
室

☎
０
７
０

−

４
６
９
０

−

７
９
５
５

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室（
無
料
）

●
日
時　

２
月
11
日
㈯

①
11
時　

②
12
時　

③
13
時　

④
14
時

●
場
所　

イ
オ
ン
都
城
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
（
早
鈴
町
）

●
対
象　

小
学
生
～
高
校
生

●
定
員　

各
25
人　

※
要
申
し
込
み

　

㈱
都
城
園
芸
花
市
場

　
　
　

☎
24

−

８
７
１
８

広報 都城 平成29年1月号　22



INFORMATION ２月18日は「都城教育の日」

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城
主
催

【
よ
か
・
余
暇
・
楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
】

　

５
人
以
上
で
開
催
。

●
学
習
料　

１
回
５
５
０
円
～
８
０
０
円

（
人
数
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
）

※
教
材
費
・
冷
暖
房
費
は
別
途
必
要

●
教
室
名
・
日
時
・
場
所

創
作
日
本
舞
踊
（
扇
華
流
）

毎
週
日
曜
日　

13
時
～
15
時

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

※
小
学
生
や
体
の
不
自
由
な
人
で
も
可

ヨ
ガ

毎
月
第
１
・
３
木
曜
日　

13
時
～
14
時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
き
ら
り
体
験
教
室
】

　

５
人
以
上
で
開
催
。
参
加
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。冷
暖
房
費
は
別
途
必
要
。

●
教
室
名
・
日
時
・
場
所
・
費
用
・
締
め
切
り

太
極
拳
（
全
２
回
）

２
／
３
㈮
・
10
㈮

13
時
30
分
～
15
時
30
分

五
十
市
地
区
公
民
館　

１
１
０
０
円

締
め
切
り
：
１
月
24
日
㈫

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23

−

４
０
８
０

ぼ
ん
ち
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル（
全
12
回
）

　

自
作
の
野
菜
を
直
売
所
な
ど
で
販
売
し

た
い
人
や
就
農
し
た
い
人
な
ど
を
対
象

に
、
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
程　

４
月
～
10
月
の
平
日

●
対
象
・
定
員　

市
内
ま
た
は
三
股
町
在

住
の
人
・
10
人
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
受
講
料　

４
千
円

　

は
が
き
ま
た
は
Ｊ
Ａ
窓
口
に
あ
る 

申
込
用
紙
に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

生
年
月
日
、
性
別
、
電
話
番
号
、
職
業
、

応
募
動
機
、
耕
作
面
積
な
ど
を
記
入
し
、

３
月
10
日
㈮
ま
で
に
都
城
地
域
農
業
振
興

セ
ン
タ
ー
（
〒
885

−

０
０
０
４　

都
北
町

５
７
０
８
）　

☎
38

−

６
６
９
３

公
共
職
業
訓
練
受
講
生（
無
料
）

●
コ
ー
ス
名　

Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｎ
Ｃ
加
工
科

●
開
講
月　

３
月

●
訓
練
期
間　

６
カ
月

●
定
員　

15
人

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
の
自
己
負
担
あ
り

　

１
月
31
日
㈫
ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
都
城　

☎
22

−
１
７
４
５

産
学
官
連
携
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー（
無
料
）

●
日　

時　

２
月
４
日
㈯

　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
50
分

●
場
所　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

●
対
象　

５
・
６
歳
児
、
小
学
１
・
２
年
生

と
そ
の
保
護
者　

※
要
保
護
者
同
伴

●
定
員　

50
組　

※
申
し
込
み
順

●
内
容　

親
子
で
楽
し
む
運
動
遊
び
、
親

子
で
食
育
（
牛
乳
）
に
つ
い
て
学
ぶ

●
持
参
す
る
も
の　

運
動
靴
、
飲
み
物

●
そ
の
他　

託
児
あ
り　

※
要
申
し
込
み

　

保
護
者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
子
ど
も
の
氏
名
、
年
齢
、
保

育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
名
を
記
入
し
、

１
月
31
日
㈫
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ

ー
ル
で
南
九
州
大
学
人
間
発
達
学
部

☎
21

−

２
１
１
１　

FAX

 

21

−

２
１
１
３

child@
nankyudai.ac.jp

親
子
陶
芸
教
室

●
日
時　

２
月
19
日
㈰　

13
時
30
分
～

●
場
所　

陶
芸
工
房
「
幸ゆ

き

の
陶と

う

」

●
定
員　

親
子
10
組　

※
要
申
し
込
み

●
内
容　

ス
ー
プ
カ
ッ
プ
作
り

●
費
用　

千
円

　

陶
芸
工
房
「
幸
の
陶
」

　
　
　

☎
58

−

６
１
５
０

パ
ン
作
り
教
室

●
場
所　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSAKU

RA

」

※
エ
プ
ロ
ン
を
持
参

【
パ
ン
作
り
体
験
教
室
】

●
日
時
・
内
容

２
／
８
㈬　

10
時
～
13
時
30
分

ハ
ム
マ
ヨ
パ
ン
、
ブ
リ
オ
シ
ュ

●
定
員
・
費
用　

12
人
・
２
５
０
０
円

※ 

材
料
費
、
軽
食
、
飲
み
物
代
含
む

【
親
子
パ
ン
作
り
教
室
】

●
日
時　

２
月
18
日
㈯　

11
時
～
13
時

●
定
員　

６
組
（
６
歳
以
上
）

●
費
用　

１
組
２
千
円　

※
材
料
費
含
む

　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSAKU

RA

」

☎
58

−

２
０
８
８

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き
（
無
料
）

●
電
話
相
談　

☎
36

−

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
～
16
時
）
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

女
性
専
門
・
不
妊
専
門
・
妊
娠

総
合
相
談
（
無
料
）

●
場
所　

都
城
保
健
所

【
女
性
専
門
相
談
「
ス
マ
イ
ル
」】

健
康
問
題
に
関
す
る
相
談

●
日
時　

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

【
不
妊
専
門
相
談
「
ウ
イ
ン
グ
」】

●
日
時　

第
２
・
４
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

●
専
用
電
話

☎
０
９
０

−

８
９
１
２

−

５
３
３
１

※
面
談
の
場
合
は
要
予
約

【
妊
娠
総
合
相
談
】

思
い
が
け
な
い
妊
娠
な
ど
の
相
談

●
日
時　

月
～
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

　
　
　
　

☎
23

−

４
５
０
４

女
性
相
談
員
や
女
性
弁
護
士
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

①
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

10
時
～
16
時

※
面
談
の
場
合
は
要
予
約

②
法
律
相
談
（
要
予
約
）

１
月
24
日
㈫　

13
時
～
16
時

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
時
間　

①
は
１
時
間
程
度
、
②
は

30
分
程
度

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

−

７
１
５
７

人
権
相
談

【
常
設
相
談
】

●
日
時　

月
～
金
曜
日

　
　
　
　

８
時
30
分
～
17
時

●
場
所　

宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局

【
特
設
相
談
】

●
日
程
・
場
所

２
／
3
㈮
高
城
総
合
支
所

２
／
6
㈪
高
崎
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

２
／
14
㈫
山
之
口
総
合
支
所

山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
け

ね
じ
ゅ
苑
）

２
／
17
㈮
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
時
間　

10
時
～
15
時

　

宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局

　
　

☎
22

−

０
４
９
０

一
人
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

こ
こ
ろ
の
相
談
電
話

【
こ
こ
ろ
の
電
話（
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）】

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

９
時
～
19
時

☎
０
９
８
５

−

32

−

５
５
６
６

【
都
城
保
健
所
】　

☎
23

−

４
５
０
４

●
日
時

月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
17
時

【
福
祉
課
】　

☎
23

−

２
９
８
０

●
日
時

月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
17
時

教
育
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時
30
分

●
場
所　

教
育
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
八
幡
町
別
館
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
46

−

２
０
８
８

行
政
相
談

●
日
時
・
場
所

２
／
２
㈭　

９
時
～
12
時　

中
央
公
民
館

２
／
２
㈭　

10
時
～
12
時

高
崎
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

２
／
３
㈮　

10
時
～
12
時

高
城
総
合
支
所　

西
別
館
第
１
会
議
室

２
／
４
㈯　

10
時
～
12
時

山
之
口
総
合
支
所　

１
階
会
議
室

２
／
８
㈬　

10
時
～
12
時　

五
十
市
地
区
公
民
館

２
／
14
㈫　

10
時
～
12
時

山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

２
／
16
㈭　

９
時
～
12
時　

中
央
公
民
館

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４

厚
生
労
働
省
・
宮
崎
県
委
託
事
業

若
者
就
職
支
援
（
無
料
）

●
対
象　

就
職
を
目
指
す
15
歳
～
39
歳
の

休
職
中
の
人
と
そ
の
家
族

●
時
間　

10
時
～
17
時

※ 

土
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

●
場
所　

み
や
ざ
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
東
町
４
街
区
30
号
）

　

み
や
ざ
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン　

☎
36

−

６
５
１
０

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談
（
無
料
）

●
対
象　

１
カ
月
～
１
歳
未
満

●
日
程
・
受
付
時
間
・
場
所

2
／
1
㈬　

13
時
30
分
～
14
時　

東
部
保

健
セ
ン
タ
ー
（
高
城
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

※
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
持
参

　

こ
ど
も
課　

☎
23

−

２
６
８
４

事
業
に
関
す
る
総
合
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

２
月
３
日
㈮　

13
時
～
15
時

●
場
所　

商
工
政
策
課　

※
要
申
し
込
み

　

県
産
業
振
興
機
構
経
営
情
報
課　

　
　
　

☎
０
９
８
５

−

74

−

３
８
５
０

ウ
エ
ル
ネ
ス
・
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

総
合
相
談
室
（
無
料
）

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
常
設
相
談
】

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時

●
内
容　

心
配
ご
と
（
面
談
・
電
話
）

【
無
料
法
律
相
談
】

●
日
程
・
場
所

２
／
２
㈭
総
合
福
祉
会
館
２
階

２
／
９
㈭
総
合
福
祉
会
館
２
階

山
之
口
シ
ル
バ
ー
ヤ
ン
グ
ふ
れ

あ
い
の
館

２
／
16
㈭
総
合
福
祉
会
館
２
階

２
／
23
㈭
山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
け

ね
じ
ゅ
苑
）

●
時
間　

14
時
～
17
時

●
内
容
・
定
員　

予
約
面
談
、
６
人

※
１
人
30
分
程
度

【
無
料
司
法
書
士
相
談
】

●
日
程
・
場
所

２
／
８
㈬
総
合
福
祉
会
館
２
階

２
／
15
㈬
高
城
老
人
福
祉
館

２
／
22
㈬
総
合
福
祉
会
館
２
階

●
時
間　

14
時
～
17
時

●
内
容
・
定
員　

予
約
面
談
、
６
人

※
１
人
30
分
程
度

　

社
会
福
祉
協
議
会
ウ
エ
ル
ネ
ス
・
ハ

ー
ト
セ
ン
タ
ー　

☎
25

－

８
３
４
９
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INFORMATION

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
（
無
料
）

●
場
所　

都
北
労
働
福
祉
会
館

　
　
　
　
（
北
原
町
４
街
区
４
号
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

10
時
～
17
時

●
専
門
相
談

【
多
重
債
務
・
生
活
法
律
相
談
】

毎
週
火
曜
日　

13
時
～
16
時

【
年
金
・
老
後
の
暮
ら
し
相
談
、
職
場
・

学
校
・
家
庭
で
の
悩
み
ご
と
相
談
】

毎
週
木
曜
日　

13
時
～
16
時

※
専
門
相
談
は
要
予
約

●
相
談
専
用
電
話

☎
０
１
２
０

−

３
９
７

−

８
６
８

●
メ
ー
ル
で
の
相
談

tohoku@
m

iya-chuo.or.jp

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
時
間　

30
分
程
度

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

−

７
１
５
４

成
年
後
見
出
張
相
談
会（
無
料
）

　

法
律
や
医
療
、
福
祉
の
専
門
家
が
、
相

談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

２
月
11
日
㈯　

10
時
～
16
時

※
相
談
は
40
分
程
度

●
場
所　

中
郷
地
区
公
民
館
、
庄
内
地
区

公
民
館
、
高
城
地
区
公
民
館
、
高
崎
福
祉

保
健
セ
ン
タ
ー　

※
要
予
約

　

成
年
後
見
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

（
介
護
保
険
課
内
）　

☎
23

−

３
１
８
４

交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
～
16
時

●
場
所　

交
通
事
故
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

−

０
９
４
４

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
の
促
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
都
城
市
建
築
物
耐

震
改
修
促
進
計
画
」
を
策
定
す
る
に
当
た

り
、
広
く
意
見
を
求
め
ま
す
。

●
公
表
場
所　

建
築
課
、
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
（
市
役
所
本
館
２
階
）、
各
総
合
支

所
地
域
振
興
課
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

●
意
見
の
募
集
期
間　

２
月
９
日
㈭
ま
で

●
意
見
の
提
出
書
類　

公
表
の
場
所
に
設

置
し
て
あ
る
「
意
見
・
情
報
提
出
書
」
を

提
出
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
取
得
で
き
ま
す

●
提
出
方
法　

住
所
、
氏
名
ま
た
は
団
体

名
を
記
入
し
、
封
書
で
建
築
課
（
〒
885

−

８
５
５
５
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
。
フ
ァ

ク
ス
や
メ
ー
ル
の
ほ
か
、
公
表
の
場
所
で

も
提
出
で
き
ま
す
。
住
所
や
氏
名
な
ど
の

記
載
が
な
い
意
見
に
対
し
て
は
、
市
の
考

え
を
公
表
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　

建
築
課

☎
23

−

２
５
８
５　

FAX

 

23

−

２
１
５
４

ken@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

子 育 て 支 援 セ ン タ ー 行 事 予 定
◆都城市地域子育て支援センター	 ☎22-1659
１/18�㈬
10時〜

マタニティの会「スタイ作り」
対象：妊婦　※要申し込み

１/23�㈪
10時〜

いちごクラブ「たこ作り」
対象：２歳以上の親子

１/25�㈬�
10時〜

子育て講座「歯の話・健診・ブラッシン
グ指導」　※要申し込み

１/30�㈪��
13時30分〜

あかちゃんパーク集いの日
「わらべ歌・絵本の読み聞かせ、誕生会」
場所：総合社会福祉センター
対象：０・１歳の親子　

◆山之口地域子育て支援センター	 ☎57-3298	

１/17�㈫
10時〜

マタニティ class「プチプチ」
「保健師さんのお話・沐浴指導」
場所：東部保健センター　※要申し込み

１/18�㈬
10時〜

発達・療育・遊びの日「ぐんぐん」
「子育ての悩みや発達の不安を話そう」

毎週火曜日
13時〜

相談の日
※要申し込み

毎週金曜日
13時〜

消毒の日「室内にあるおもちゃをみん
なで水拭きしよう」

◆山田地域子育て支援センター	 ☎64-3171
１/20�㈮
10時30分〜 みんなで遊ぼう「ふれあい遊び」

２/２�㈭
10時〜 15時 身体測定、保健師の指導（10時〜 12時）

２/３�㈮
10時30分〜

「豆まきをして軽食を食べよう」
定員：15組　※直接センターに申し込み

２/16�㈭��
10時30分〜 ３Ｂ体操「親子でリフレッシュ」

◆東部地域子育て支援センター　エンゼル　	☎26-9587

１/14�㈯
10時30分〜

エンゼルエンジョイ「県立芸術劇場出
前コンサート」（無料）
定員：10組　※要申し込み

１/27�㈮
10時30分〜

子育てカフェ「南九州大学の先生によ
る子育て相談会」

１/31�㈫
10時30分〜

おでかけエンゼルinミエル（無料）
「子育てワークショップ」

２/10�㈮
10時30分〜 上長飯認定こども園園庭で遊ぼう

◆高崎地域子育て支援センター　たんぽぽ　	☎62-0027
１/25�㈬
11時〜 12時

ウルトラマン教室「ひかり園の先生と遊
びながら育児相談」

１/31�㈫
10時30分〜

鬼のお面作り「節分に向けて、親子で
オリジナルのお面を作ろう」

２/８�㈬�
10時30分〜

センターの畑で収穫した大根を使った
干し大根づくり

２/15�㈬��
10時30分〜 わらべ歌あそび

２月18日は「都城教育の日」
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

水
道
局
と
下
水
道
課
の
統
合

　

４
月
１
日
、
水
道
局
と
下
水
道
課
を
統

合
し
、
上
下
水
道
局
と
な
り
ま
す
。
民
間

企
業
と
同
様
の
手
法
で
、
水
道
や
公
共
下

水
道
、
農
業
集
落
排
水
を
一
体
的
に
管
理

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
広
報
都
城
４
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
下
水
道
課
の
場
所
は
、
平
成
29

年
度
は
現
在
と
同
じ
市
役
所
本
館
５
階
で

す
。

　

下
水
道
課　

☎
23

−

５
９
２
１

水
道
局
業
務
課　

☎
23

−

４
５
１
０

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

　

市
・
県
民
税
申
告
受
付
の
日
程
に
合
わ

せ
、
希
望
す
る
人
に
、
カ
ー
ド
申
請
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。

●
日
時
・
場
所

２
／
２
㈭　

９
時
～
17
時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

２
／
７
㈫　

９
時
30
分
～
16
時

中
郷
地
区
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

２
／
９
㈭　

９
時
30
分
～
16
時

沖
水
地
区
公
民
館

２
／
14
㈫　

９
時
30
分
～
16
時

志
和
池
地
区
公
民
館

２
／
15
㈬　

９
時
30
分
～
16
時

庄
内
地
区
公
民
館

●
持
参
す
る
も
の　

通
知
カ
ー
ド
と
一
緒

に
届
い
た
個
人
番
号
カ
ー
ド
申
請
書
、
ま

た
は
免
許
証
な
ど
身
分
を
証
明
す
る
も
の

※ 

カ
ー
ド
申
請
は
、
市
・
県
民
税
申
告
を

済
ま
せ
て
か
ら
行
な
っ
て
く
だ
さ
い

●
そ
の
他　

市
役
所
本
館
７
階
、
各
総
合

支
所
市
民
生
活
課
で
は
、
申
請
の
お
手
伝

い
を
第
２
・
４
日
曜
日
も
開
庁
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
１
月
は
、
第
２
・
５

日
曜
日
に
変
更
し
ま
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
特
設
会
場

　
　

☎
23

−

２
７
７
４

年
金
相
談
は
予
約
が
便
利
で
す

　

全
国
の
年
金
事
務
所
で
、
年
金
に
つ
い

て
の
予
約
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
年
金
を
受
給
す
る
人
や
、
年
金
受

給
者
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。
相
談
希
望
日
の
１
カ
月
前

か
ら
、
前
日
ま
で
の
事
前
予
約
が
必
要
で

す
。
予
約
を
す
る
際
は
、
基
礎
年
金
番
号

が
記
載
さ
れ
た
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な

ど
を
準
備
く
だ
さ
い
。

●
窓
口　

都
城
年
金
事
務
所

●
予
約
先　
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

☎
０
５
７
０

−

05

−

１
１
６
５

　

都
城
年
金
事
務
所

　
　

☎
23

−

２
５
７
１

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
人
に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
20
歳
の
誕
生
日
前
月
に
送
付

さ
れ
る
書
類
で
、
必
ず
加
入
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
年
金
手
帳
は
、
手
続
き
に

必
要
で
す
の
で
大
切
に
保
管
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金
だ
け
で

な
く
、
遺
族
基
礎
年
金
や
障
害
基
礎
年
金

な
ど
の
給
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
届
け

出
忘
れ
や
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
場

合
は
、受
給
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
納
付
が
困
難
な
人
に
は
、
猶
予

や
免
除
を
受
け
ら
れ
る
制
度
や
、
学
生
に

は
特
例
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
窓
口　

保
険
年
金
課
、
各
総
合
支
所
市

民
生
活
課
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、
都

城
年
金
事
務
所

　

保
険
年
金
課　

☎
23

−

２
６
２
９

都
城
年
金
事
務
所　

☎
23

−

２
５
７
１

民
生
委
員
・
児
童
委
員
お
よ
び

主
任
児
童
委
員
が
決
定

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
お
よ
び
主
任
児

童
委
員
の
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
、
新
し
い

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。新
し
い
委
員
は
、

12
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
11
月
30
日
ま
で

の
３
年
間
の
任
期
で
活
動
し
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
守
秘
義
務

が
あ
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
、
地
域
の

身
近
な
相
談
役
で
あ
る
民
生
委
員
・
児
童

委
員
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
回
の
一
斉
改
選
で
、
候
補
者

が
見
つ
か
ら
ず
欠
員
に
な
っ
て
い
る
地
区

が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
福
祉
活
動
に
支
障

が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
急
に

委
員
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ん
の
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
課　

☎
23

−

２
９
８
０

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
事
務
局　

☎
25

−

２
１
２
３

都
市
計
画
（
案
）
の
縦
覧

●
内
容　

都
城
広
域
都
市
計
画
用
途
地

域
、
特
別
用
途
地
区
お
よ
び
準
防
火
地
域

の
変
更
（
牟
田
町
、
上
町
、
松
元
町
、
宮

丸
町
、
平
江
町
、
前
田
町
、
小
松
原
町
、

栄
町
、
北
原
町
、
上
川
東
一
丁
目
、
四
丁

目
、
下
川
東
一
丁
目
、
四
丁
目
の
一
部
）

●
期
間　

１
月
24
日
㈫
～
２
月
７
日
㈫

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

●
時
間　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

●
そ
の
他　

縦
覧
期
間
中
は
、
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

●
縦
覧
場
所　

都
市
計
画
課

　

都
市
計
画
課　

☎
23

−

２
７
６
２

ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
し
て
い
る
人
へ

　

養
蜂
振
興
法
に
よ
り
、
趣
味
で
飼
育
し

て
い
る
人
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。
飼
育

届
を
１
月
31
日
㈫
ま
で
に
農
林
振
興
局
へ

提
出
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
自
然
巣
洞
・

重
箱
式
巣
箱
は
届
け
出
不
要
で
す
。
ふ
そ

病
検
査
に
つ
い
て
は
、
家
畜
保
健
衛
生
所

が
実
施
し
ま
す
。

　

北
諸
県
農
林
振
興
局
農
畜
産
課

　
　

☎
23

−

４
５
０
９

　
　

都
城
家
畜
保
健
衛
生
所

　
　

☎
62

−

５
１
５
１

２
０
１
７
宮
崎
県
民
手
帳
の
販
売

●
販
売
場
所　

書
店
、
文
具
店
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
な
ど

※
市
役
所
で
は
販
売
し
て
い
ま
せ
ん

●
価
格　

６
０
０
円
（
税
込
）

　

情
報
政
策
課　

☎
23

−

２
５
６
２
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鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ま
ん

延
防
止
に
協
力
く
だ
さ
い

　

空
気
が
乾
燥
し
、
ウ
イ
ル
ス
が
ま
ん
延

し
や
す
い
時
季
を
迎
え
ま
し
た
。
愛
玩
鶏

で
も
感
染
す
る
の
で
、
消
毒
な
ど
の
防
疫

対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

健
康
状
態
を
毎
日
観
察
し
、
飼
育
小
屋

や
そ
の
周
辺
を
清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う

・ 

屋
外
で
飼
う
と
き
は
、
小
屋
の
中
で
飼

育
し
、
金
網
や
防
鳥
ネ
ッ
ト
を
張
り
ま

し
ょ
う

・ 

餌
や
水
は
小
屋
の
中
に
置
き
、
小
屋
の

外
に
散
乱
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・ 

飼
育
小
屋
専
用
の
履
き
物
を
用
意
し
、

出
入
り
の
際
は
履
き
替
え
、
水
洗
い
を

し
ま
し
ょ
う

・ 

世
話
し
た
後
は
、
必
ず
手
洗
い
を
し
ま

し
ょ
う

　

都
城
家
畜
保
健
衛
生
所

　
　

☎
62

−

５
１
５
１

さ
く
ら
ス
マ
イ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト

●
日
時　

１
月
22
日
㈰　

10
時
～
13
時

※ 

奇
数
月
第
4
日
曜
日
開
催
。
雨
天
中
止

●
場
所　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSAKU

RA

」

　

レ
イ
ク
観
音　

☎
58

−

６
１
５
０

平
成
29
年
度

建
設
業
者
工
事
施
工
能
力
（
等
級

格
付
）
審
査
申
請
の
受
け
付
け

　

市
で
は
、公
共
工
事
の
品
質
確
保
を
目

的
に
、毎
年
、工
事
施
工
能
力
審
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。本
市
が
発
注
す
る
建
設
工

事
６
業
種
に
つ
い
て
、審
査
を
希
望
す
る

人
は
、次
の
日
程
で
受
け
付
け
ま
す
。

●
業
種　

①
土
木
一
式
工
事　

②
建
築
一

式
工
事　

③
電
気
工
事　

④
管
工
事

⑤
舗
装
工
事　

⑥
水
道
施
設
工
事

●
対
象　

原
則
市
内
に
本
店
が
あ
る
業
者

●
日
程　

１
月
16
日
㈪
～
31
日
㈫

※ 

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く

だ
さ
い

　

契
約
課　

☎
23

−

２
１
２
２

平
成
29
年
度

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査　

申
請
の
追
加
受
け
付
け

　
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
な
ど
の
競

争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
追
加

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間

建
設
工
事　

１
月
16
日
㈪
～
27
日
㈮

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど

１
月
30
日
㈪
～
２
月
10
日
㈮

●
有
効
期
間

４
月
１
日
㈯
～
平
成
30
年
３
月
31
日
㈯

●
そ
の
他　

物
品
、
印
刷
、
役
務
に
つ
い

て
は
、
随
時
受
け
付
け
ま
す

　

契
約
課　

☎
23

−

２
１
２
２

Ｆ
Ｃ
東
京
都
城
キ
ャ
ン
プ

歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
参
加
者
募
集

　

本
市
で
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
Ｊ
リ
ー
グ
Ｆ

Ｃ
東
京
の
選
手
と
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

２
月
5
日
㈰　

18
時
30
分
～

※
場
所
な
ど
詳
し
く
は
当
選
者
に
通
知

●
対
象　

小
学
生
以
上

※
高
校
生
以
下
は
、
要
保
護
者
同
伴

●
募
集
人
数　

ペ
ア
10
組
（
予
定
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
当
選
者

に
は
１
月
30
日
㈪
ま
で
に
通
知

●
参
加
費　

一
人
４
千
円

※
ア
ル
コ
ー
ル
な
し
。
子
ど
も
料
金
同
じ

　

は
が
き
に
参
加
者
全
員
の
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
と
、
Ｆ
Ｃ
東
京

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
し
、
１
月
24
日

㈫
ま
で
に
み
や
こ
ん
じ
ょ
Ｐ
Ｒ
課
（
〒
885

−

８
５
５
５
）
へ
郵
送
。
た
だ
し
、
１
枚

に
つ
き
２
人
ま
で
の
申
し
込
み

☎
23

−

２
６
１
５

休日急病診療機関
●診療時間　9：00 〜 18：00
※歯科は17：00まで

※�診療機関は変更すること
があります。詳しくは、テ
レホンサービス（医師会は
☎23-5555、歯科医師会は
☎25-4100）で確認してく
ださい

みやざき医療ナビ

医療機関名 電話番号

１
月
22
日
㈰

早水公園クリニック（内・小・外・消・ｱﾚ）36-6117
瀬ノ口医院（ 内・消） 25-5155
佐々木医院（ 内） 62-1103
はまだクリニック（外・胃・肛）45-2266
よしかわクリニック（ 麻・整・内）23-9384
くぼた眼科 26-3100
とだか歯科医院 21-3618

１
月
29
日
㈰

山内小児科医院 22-0048
伊達クリニック（ 内・循） 36-7088
大岐医院（ 内・胃） 57-2025
三州病院（ 外・胃・内） 22-0230
ならはら皮膚科医院 22-1455
すみ産婦人科医院（ 産・婦） 23-1152
中条歯科医院 52-1537

２
月
５
日
㈰

冨田医院（ 内・小） 23-4586
共立医院（ 内） 22-0213
いづみ内科医院 22-7111
安藤胃腸科外科医院（ 消・外・内）39-2226
江夏整形外科クリニック（ 整・ﾘｳ・ﾘﾊ）51-1122
宮田眼科病院 22-1441
中崎歯科医院 62-5030

２
月
11
日
㈯

城南病院（ 小・内） 23-2844
おおくぼクリニック（ 内） 26-1500
宇宿医院（ 内・胃・消） 25-9031
都北鮫島クリニック（ 胃・内・外）38-6060
横山病院（ 泌・消） 22-2806
いそいち産婦人科医院（産・婦）22-4585
はた歯科医院 22-3005

２
月
12
日
㈰

柳田病院（ 小・内） 22-4862
鵜木循環器内科医院（循・内）26-0008
大橋クリニック（ 内・消・ﾘﾊ）37-0539
もりやま脳神経外科（ 脳） 21-6888
橘病院（ 整） 23-7236
北原医院（ 産・婦） 22-4133
やすひさ歯科医院 39-5900

●休日当番薬局
月日 薬局名

１月22日㈰ はやみず、姫城、前田椎の木、たかお
１月29日㈰ ハロー牟田町、ひゅうが、ひまわり

２月５日㈰ サンエイ、坂口、とよみつ、
みまたさくら、くらはら

２月11日㈯ さくら調剤、ひむか、そうごうたかお南

２月12日㈰ 東町、さわやか、ふれあい庄内、
サン久保原、オレンジ
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ぼ
ん
ち
く
ん
と

歴
史
探
検

図書館だより
※読み聞かせ会などの情報は、P20をご覧ください

◉問い合わせ
都城市立図書館� ☎ 22-0239
高城図書館� ☎ 58-4224

今月おすすめの本

地形で読み解く古代史
関裕二（著）　ベストセラーズ（出版）

　日本に独裁者が現れなかった理由
は、地政学でわかる。神話から邪馬
台国、ヤマト建国、平安まで、古代
史のなぜを解いていく意欲作。

一般
図解	箱根駅伝
野神�明人（著）　新紀元社（出版）

　新年の風物詩「箱根駅伝」を詳し
く図解。駅伝の歴史やルールから、
ドラマが生まれる秘密にわたるまで、
詳しく解説。

人がいじわるをする理由は
なに？
ドゥニ・カンブシュネ（著）　ギヨーム・デジェ（絵）
伏見操（訳）　岩崎書店（出版）

　人がいじわるをする理由を、哲学
的に分析。対処法や歴代の哲学者の
考え方も紹介。

青少年・児童
まよなかのせんろ
鎌田歩（作・絵）　アリス館（出版）

　みんなが寝静まるまよなか、朝ま
でのかぎられた時間のなかで、みん
なの安全をまもるため、はたらきは
じめる車と、はたらく人たちをえが
く絵本。

幼児・児童

高 城 図 書 館 ●休 館 日／１月17日・24日・31日、２月７日・11日・14日� ●開館時間／９：30�～18：00

□都城市立図書館 「 司書おすすめ本」「 バレンタイン・節分特集」ほか
□高 城 図 書 館 � 「 芥川・直木賞候補特集」「 MOE絵本大賞候補特集」ほか特設コーナー

●休 館 日／１月16日・23日・30日、２月２日・６日・11日・13日� ●開館時間／９：30�～18：50都城市立図書館
※水曜日は20：00まで開館

一般

伝
承
館
だ
よ
り

都
城
島
津

歌う
た
が
わ川

豊と
よ
く
に国

画が

　
忠ち

ゅ
う
し
ん
ぐ
ら

臣
蔵
十
一
段
目
の
図

　

公
開
承
認
施
設
認
定
記
念
展
で
展
示

す
る
こ
の
絵
は
、
忠
臣
蔵
の
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
で
あ
る
吉き

ら良
邸
夜
討
ち
の
場
面

を
描
い
て
い
ま
す
。
作
者
で
あ
る
初
代

豊
国
（
１
７
６
９
～
１
８
２
５
）
は
、

歌
川
派
の
祖
・
豊と

よ

春は
る

に
学
び
、
役
者
絵

や
美
人
画
で
高
い
評
価
を
受
け
た
、
当

代
一
流
の
浮
世
絵
師
で
し
た
。

　

江
戸
で
好
評
を
博
し
た
読よ

み
ほ
ん本

「
仮か

な名

手で

本ほ
ん

忠
臣
蔵
」
は
、
大た

い
じ
ょ序

～
十
一
段
目

の
構
成
で
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。「
討
ち
入

り
」
の
場
面
は
、
そ
の
十
一
段
目
に
当

た
り
、
目
的
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
吉
良

邸
に
討
ち
入
り
、
激
し
く
格
闘
す
る
赤

穂
浪
士
ら
の
様
子
が
生
き
生
き
と
描
か

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
作
品
は
、
江
戸
中
期
頃
に
流
行

し
た
「
浮う

き

絵え

」
の
一
つ
。
西
欧
絵
画
に

用
い
ら
れ
て

い
た
、
遠
近

感
を
強
調
し

た
画
法
で
描

か
れ
て
い

て
、
奥
行
き

の
あ
る
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な

構
図
が
印
象

に
残
る
一
枚

で
す
。

　

市
が
、
平
成
28
年
５
月
か
ら
８
月
ま

で
実
施
し
た
、
郡
元
町
の
市
道
改
良
事

業
に
伴
う
郡
元
西
原
遺
跡
の
発
掘
調
査

で
、
幅
３
・
５
㍍
、
深
さ
１
・
５
㍍
の
大

溝
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
溝
は
、
調
査
区
域
内
で
ほ
ぼ

直
角
に
折
れ
曲
が
っ
て
い
て
、
そ
の
東

側
を
方
形
に
囲
い
込
ん
だ
大
規
模
な
区

画
施
設
の
一
部
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
溝
が
使
わ
れ
て
い
た
年
代
は
、
埋
土

の
中
か
ら
出
土
し
た
土
器
か
ら
、
平
安

時
代
末
期
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

郡
元
町
一
帯
に
は
、
日
本
一
の
規
模

を
誇
っ
た
島
津
荘
の
経
営
拠
点
で
あ
る

荘し
ょ
う
ま
ん
ど
こ
ろ

政
所
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
そ
の
場
所
は
特
定

さ
れ
て
お
ら
ず
、
具
体
的
な
遺
構
は
確

認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
発
見

さ
れ
た
大
溝

は
、
そ
の
荘

政
所
の
位
置

を
示
す
可
能

性
が
あ
る
遺

構
と
し
て
、

大
変
注
目
さ

れ
て
い
ま

す
。

島し
ま
づ
の
し
ょ
う

津
荘
の
経
営
拠
点
の
遺
跡
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このコーナーでは、寄せられた「 わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

に
寄
せ
ら
れ
た
お
便
り

◎問い合わせ　生活文化課　☎23－2295

　皆さん、あけまし
ておめでとうござい
ます！
　皆さんはどのよう
な新年を迎えました

か。私はイギリスに帰国して、「ハロー 2017」を迎えま
した。日本では、新年を祝うのが最も大事なイベントの
一つですが、イギリスでも、12月25日のクリスマスデー
と同様、非常に重要なお祝いです。
　イギリスで新年を迎えたことがある人は、テムズ川
の花火大会が一番心に残っているのではないでしょう
か。テレビでも放送されるため、ロンドンにいなくて
も、皆で一緒に花火大会の雰囲気を楽しめます。花火
が上がる前には、「10、9、8…Happy�New�Year ！」
という秒読みが、国中から聞こえてきます。
　また、新年を祝うために、多くの人が故郷に戻り家
族と一緒に過ごします。おせち料理のような特別な料
理はありませんが、家族みんなでアルコールを飲みな
がら美味しい料理をいっぱい食べ、とても楽しい時間
を過ごします。
　皆さんが、健
やかで幸せな一
年を過ごせます
ように。今年も
どうぞよろしく
お願いします。

交流員国際
ひとりごと

アレクサンダー・ボアマンさん
（イギリス）

Vol. ２

の
Happy 
New Year!!

11月号
我
が
家
で
は
、
不
要
な
も
の
は
リ
サ
イ
ク
ル
を
し

た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
譲
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
少
し
手
間
は
あ
り
ま
す
が
、
使
っ
て
く
れ
る
人
が
見

つ
か
っ
た
と
き
は
う
れ
し
い
で
す
。
次
に
使
う
人
が
い
る

と
思
う
と
、
簡
単
に
捨
て
よ
う
と
し
な
く
な
り
ま
す
。

	
（
野
々
美
谷
町　

Ｓ
・
Ｓ
さ
ん
）

ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
、
自
分
一
人
ぐ
ら
い
な
ら
い
い
だ

ろ
う
と
思
う
と
、
一
人
、
ま
た
一
人
と
、
他
人
の
真
似
を

す
る
人
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
や
分
別
は
、

し
っ
か
り
と
心
掛
け
た
い
も
の
で
す
。

	

（
早
鈴
町　

カ
ニ
座
の
女
性
さ
ん
）

小
学
校
の
近
く
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。
毎
日
「
お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
」
や
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
な
ど

の
元
気
な
声
が
聞
こ
え
ま
す
。
お
互
い
あ
い
さ
つ
を
か
わ

せ
ば
、
一
日
健
や
か
に
良
い
気
分
で
過
ご
せ
ま
す
ね
。

	

（
豊
満
町　

Ｕ
Ｐ
Ｐ
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ａ
・
Ｋ
ｕ
ｍ
ａ
さ
ん
）

数
年
前
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
よ
う
な
庭
木
を
樹
木
医
さ
ん
が

剪せ
ん
て
い定
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
木
は
生
き
て
い
る
か
ら
、
太

陽
を
当
て
れ
ば
喜
び
、
ま
た
新
し
く
伸
び
て
く
れ
ま
す
よ
」

と
言
わ
れ
、
そ
の
と
お
り
に
な
り
ま
し
た
。
木
も
喜
ん
で

い
る
よ
う
で
す
。	

（
東
町　

み
な
み
ち
ゃ
ん
）

私
た
ち
の
世
代
は
、
英
語
を
あ
ま
り
勉
強
し
な
か
っ
た
の

で
、
市
の
取
り
組
み
は
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
子
ど
も
た
ち
は
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
言
葉
を
話
せ

る
よ
う
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

	

（
高
城
町
有
水　

ス
ー
ち
ゃ
ん
）

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
便
は
が
き
で
も
可
）

11月号クイズの結果【 応募総数94通】
　◎正解／①ＡＬＴ ②資源

広報都城

①�市・県民税の申告。今年は○月○日までです。問

答

②�山本由伸投手。○○○○○・バファローズに
入団します。

問

答

ク イ ズ

◆今月号で特に興味を持ったページのタイトル

◆今月号を読んでのわたしの一言
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8  8   5   8   5  5  552円切手を
お貼りください

読者プレゼント
今月の 

※ このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集
しています。詳細については秘書広報課まで問い合わせください。

氏　名

住　所

電話番号 （ 　　　　   ）　　　　ー

ペンネームまたはイニシャル

フ リ ガ ナ

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

施設案内 ※１月21日～２月15日の日程

◉美術館（姫城町） ☎25-1447
　開館時間 ９：00～17：00（入館は16：30まで）
　入 館 料 無料
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　◎ 収蔵作品展　UMK寄託作品による「瑛

えいきゅう

九芸術の迷宮へ」
　　２月26日㈰まで

◉都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
　開館時間 ９：30～17：00（入館は16：30まで）
　入 館 料 一般210円、高校生160円、小・中学生100円
 ※毎週土曜日は、小・中学生は無料

　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　◎企画展「むかしの道具展」１月20日㈮～４月23日㈰

◉都城島津邸（早鈴町） ☎23-2116
　開館時間 ９：00～17：00（入館は16：30まで）
　観 覧 料 「本宅」小学生以上100円
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　◎「島津の至宝〜文化財と地域博物館の魅力〜」
　　１月21日㈯～３月５日㈰
　　期間中の伝承館の観覧料は
　　一般210円、高校・大学生160円、小・中学生100円

◉人形の館（山之口町） ☎57-5295
　開館時間 ９：30～17：00（入館は16：30まで）
　入 館 料 一般210円、高校生160円、小・中学生100円
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
　開館時間 ９：00～17：00
　入 館 料 無料
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
　開館時間 ９：30～17：00（入館は16：30まで）
　入 館 料 一般210円、高校生160円、小・中学生100円
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉旧後藤家商家交流資料館（高城町）  ☎58-6900
　開館時間 10：00～16：00
　入 館 料 大人200円、小・中学生100円
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　　　　　　１月23日㈪まで休館

◉たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
　開館時間 10：00～15：00
　金、土、祝日の前日は19：00～22：00も開館
　入 館 料 中学生以上310円、小学生100円
　休 館 日 毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）

【SHIMAZUグルメコンテスト優勝メニューと温泉券  ３組】
商品提供事業者

星
せいらん

蘭（ ラスパたかざき内） ☎62-5526
　３市１町の代表が
競ったSHIMAZUグルメ
コンテストで、優勝した
「炙り都城和牛の極み
麺」。地元の食材を使っ
たポタージュスープの
中華麺を、ぜひ、ご賞味
ください。

◎ 応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、
電話番号と、わたしの一言や１月号を読んだ感
想を書いて〒885ー 8555�秘書広報課まで。正解
者の中から抽選でプレゼントを差し上げます。

◎ 応募締め切り　１月31日㈫�当日消印有効
◎ 当 選 者 発 表　本紙３月号
◎ 11月号当選者　日浦ツヤ子さん（西町）�他１人

※ 応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選
者への商品発送以外には利用しません

都城市役所 秘書広報課 行
　（ 広報都城  No.133   2017年１月号）



ウオーキング
で健康づくり!  

みやこのじょうウオーキングマップ活用術⑧

インフォメーション

都城市現住人口

　クラブワールドカップでレアルマドリードと鹿島アント
ラーズが対戦。アントラーズは、世界最高峰のクラブチー
ム相手に一時はリードを奪うなど、白熱した展開を見せま
した。普段はなかなか見ることのない J リーグの試合でし
たが、多彩な技や思い切りのいいプレーに大興奮でした。
そのアントラーズは、本県で 1 月下旬からキャンプを開始
予定。本市でも、FC 東京をはじめさまざまなクラブチーム
がキャンプを行います。普段は見られない練習メニューや、
迫力ある練習試合など、間近で見られるめったにないチャ
ンス。ぜひ、会場で生のプレーを見てみませんか。（慧）

編 集 後 記

スマートフォンで
も市政情報を発信

市役所の開庁時間    平日８：30～17：15��※土・日・祝日は閉庁

■ 毎週木曜日
　市民課窓口は17：15 ～ 19：00まで夜間対応
■ 土・日曜日
　図書館では、住民票と印鑑証明書を発行
　9：30 ～ 17：00 （ 12：00 ～ 13：00を除く）

番組紹介
■ BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）
　「みやこんじょジャーナル」※毎回10分間放送
� ① 6：50�～� ②11：50�～� ③17：50�～
� ④20：50�～� ⑤22：50�～
■ MRTラジオ（AM放送936kHz、ワイド FM90.4MHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」

毎週月～金曜日（祝日除く）15：30 ～15：45
■ シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」

毎週月～金曜日  9：49 ～ 9：54、15：54 ～15：59

志和池地区：志和池の先人の偉業、
　　　　　   史跡と田園のパノラマコース

　志和池地区では、まちづ
くり協議会の健康福祉部会
が考案し、地区で主催する
ウオーキング大会にも役立
てている、先人の偉業に触
れ、のどかな田園風景を楽
しむコースを紹介します。
　行程には、志和池城跡や
地区の名前の由来となった
蓮
は す い け

池、農業生産性の向上に
大きく貢献した堀切ずい道、タノカンサァなど多くの
史跡が点在しています。
　地区公民館をスタートし、志和池城跡から眺める大
パノラマを楽しんだ後
は、さまざまな史跡を見
学しながら、先人たちの
知恵や偉業に触れるこ
とで、地区の魅力を知っ
てもらいたいです。

志和池地区まちづくり協議会
事務局長���東郷��泰

やすひろ

公さん

平成28年12月１日現在 前月比 前年比
世 帯 数 70,255世帯 27 -1,233
人口総数 163,942人 9 -1,343
男　　性 77,115人 30 -410
女　　性 86,827人 -21 -933
※平成27年国勢調査に基づく推計人口です

●日時　２月４日㈯
　　　　開演18：30（開場18：00）
●料金　全席自由　一般2,500円、中学生以下1,000円
　　　　※４歳未満児は入場不可
◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

　手塚治虫の名作が人形劇でよみ
がえる！　都城西高出身の東口次

つぎ

登
と

さんが演出し、都城の子どもた
ち（盆地っこ火の鳥合唱団）が情
感豊かに、いのちの物語を盛り上
げます。

人形劇団クラルテ「火の鳥-黎
れいめい

明編‐」

　北海道を拠点に、全国で
活動する「北海道歌旅座」に
よる昭和歌謡コンサート。懐
かしい歌の数々を、トークを
交えながら演奏します。

「昭和ノスタルジアコンサート」

●日時　２月18日㈯　14：00 ～ 16：00
●料金　全席指定
　　　　大学生以上2,500円、ペア券4,800円、
　　　　高校生以下1,500円　※当日券は500円増し
◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

今月の表紙
都城の歴史に触れる一日
　都城島津発祥まつりのメーンとなる「明道館パレード」
が11月23日、都城島津邸から神柱公園の行程で行われま
した。島津家歴代当主や幕末に活躍した私領一番隊に扮

ふ ん

した参加者が、絢
け ん

爛
ら ん

豪
華に練り歩き。神柱公
園では、人力車搭乗体
験やなんこ大会なども
行われ、来場者らは、
都城の歴史に触れる催
しを楽しんでいました。
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